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９
月
議
会
で
は
、
令
和
３
年
度
の
決
算
が
主
な
議
題
と
な
り
ま
し
た
。
決
算
内
容
を
令
和
２
年
度

と
比
較
で
き
る
よ
う
グ
ラ
フ
の
種
類
を
変
更
し
、
１
年
間
の
予
算
配
分
だ
け
で
な
く
、
前
年
度
か

ら
の
変
化
も
わ
か
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
切
な
キ
ー
ワ
ー
ド
が
目
立
つ
よ
う
に
し
ま
し
た

の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
議
論
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※
機
材
の
不
具
合
に
よ
り
、
今
回
は
中
継
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

特
集 

：
令
和
３
年
度
決
算
報
告

硫黄島地区：港埋立て予定区域
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令
和
３
年
度
は
前
年
度
と
比
較
す
る

と
、
歳
入
・
歳
出
ど
ち
ら
も
増
え
、
歳

入
は
約
７
億
円
、
歳
出
は
約
５
億
円
の

増
額
で
す
。
※ 

下
図
参
照　
ど
ん
な
費

用
が
増
え
た
の
か
見
て
み
る
と
、「
土
木

費
」 

が
約
５
億
円
増
え
て
い
ま
す
ね
。

　
た
だ
、
そ
の
う
ち
４
億
３
８
９
３
万
円

は
令
和
２
年
度
か
ら
の
繰
越
（
明
許
繰

越 

P
12
）
と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
前

年
度
か
ら
大
き
な
変
化
が
あ
る
よ
う
に

見
え
ま
す
が
、
実
際
は
お
お
よ
そ
同
じ
規

模
で
し
た
。

　
歳
入
と
歳
出
を
差
し
引
い
た
金
額
は

約
３
億
円
で
す
が
、
本
議
会
で
補
正
予

算
が
提
出
さ
れ
、
最
終
的
に
令
和
３
年

度
か
ら
令
和
４
年
度
へ
繰
り
越
さ
れ
た

金
額
は
、
２
億
６
３
８
４
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

前
回
の
特
集
で
、「
法
律
」
や
「
条
例
」

に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
。
今
回
は
特
集

に
関
連
す
る
法
律
と
し
て
、
自
治
体
の

繰
越
金
に
つ
い
て
定
め
た
「
地
方
財
政

法
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

グ
ラ
フ
か
ら
読
み
取
れ
る
大

き
な
変
化

地
方
財
政
法

　
決
算
で
は
「
ど
ん
な
事
業
に
ど
れ
だ
け
お
金
を
使
っ
た
か
」
が
議
論
の
大
部
分
と

な
り
ま
す
が
、
行
政
に
は
家
庭
の
預
貯
金
に
あ
た
る
『
基
金
』
と
い
う
も
の
も
あ
り

ま
す
。
１
年
間
で
使
っ
た
お
金
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す
が
、
預
貯
金
が
ど
れ

だ
け
あ
る
か
も
す
ご
く
重
要
で
す
よ
ね
。
今
回
の
特
集
で
は
、
一
般
会
計
の
決
算
に

加
え
、
三
島
村
の
『
基
金
』
に
つ
い
て
も
紹
介
い
た
し
ま
す
。

特
集
：
令
和
３
年
度
決
算
報
告
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令和２年度  計：20億5217万円 令和３年度  計：27億6346万円

R3

R2

一般会計決算 歳入

A 村税　4320万円
B 使用料/手数料　2041万円
C 財産収入　5219万円
D 寄付金　5844万円
E 繰入金　1億556万円
F 繰越金　1億1430万円
G 諸収入　6246万円

A 地方譲与税　991万円
B 交付金　1013万円
C 普通交付税　8億2752万円
D 特別交付税　2億5272万円
E 国庫支出金　5億6672万円
F 県支出金　2億1043万円
G 村債　4億2940万円

A 村税　3569万円
B 使用料/手数料　2057万円
C 財産収入　4763万円
D 寄付金　3823万円
E 繰入金　1億4515万円
F 繰越金　1214万円
G 諸収入　6567万円

A 地方譲与税　977万円
B 交付金　897万円
C 普通交付税　6億8688万円
D 特別交付税　2億2861万円
E 国庫支出金　3億1695万円
F 県支出金　2億817万円
G 村債　2億2767万円

自主財源

依存財源

自主財源

依存財源

A
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AA
BB
DD

DD
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CC

FF
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G

令和２年度  計：19億3787万円

R3年

R2年

一般会計決算 歳出

A 議会費 3541万円
B 総務費 4億9244万円
C 民生費 1億2866万円
D 衛生費 2億1487万円
E 労働費 0万円
F 農林水産業費　1億5854万円
G 商工費 999万円
H 土木費 3億6679万円
I 消防費 1029万円
J 教育費 1億9184万円
K 公債費 2億6570万円
L 諸支出金　2079万円
M 災害復旧費　4250万円

令和３年度  計：24億5598万円

A 議会費 3218万円
B 総務費 5億5241万円
C 民生費 1億994万円
D 衛生費 1億9126万円
E 労働費 0万円
F 農林水産業費　1億7334万円
G 商工費 2529万円
H 土木費 8億4827万円
I 消防費 3148万円
J 教育費 1億4287万円
K 公債費 2億9726万円
L 諸支出金　2798万円
M 災害復旧費　2363万円
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第
七
条　

地
方
公
共
団
体
は
、
各
会
計

年
度
に
お
い
て
歳
入
歳
出
の
決
算
上
剰

余
金
を
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当

該
剰
余
金
の
う
ち
二
分
の
一
を
下
ら
な

い
金
額
は
、
こ
れ
を
剰
余
金
を
生
じ
た

翌
翌
年
度
ま
で
に
、
積
み
立
て
、
又
は

償
還
期
限
を
繰
り
上
げ
て
行
な
う
地
方

債
の
償
還
の
財
源
に
充
て
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
「
剰
余
金
」
つ
ま
り
「
繰
越
金
」
の

う
ち
、
２
分
の
１
以
上
は
積
み
立
て
る

か
、
借
金
の
返
済
に
充
て
る
よ
う
に
決

ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

具
体
的
に
ど
れ
だ
け
積
み
立
て
る
か

は
、
自
治
体
ご
と
の
条
例
で
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

で
は
、
三
島
村
に
は
ど
ん
な
基
金
が

あ
る
の
か
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
地
方
自
治
法
に
よ
り
、
基
金
は

条
例
を
定
め
て
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

第
二
百
四
十
一
条　

普
通
地
方

公
共
団
体
は
、
条
例
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
特
定
の
目
的

の
た
め
に 

財
産
を
維
持
し
、
資

金
を
積
み
立
て
、
又
は
定
額
の

資
金
を
運
用
す
る
た
め
の
基
金

を
設
け
る
こ
と
が 

で
き
る
。

　
た
く
さ
ん
の
基
金
が
あ
り
ま
す

ね
。
今
回
の
議
会
で
は
、
基
金
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。(

※ 

P
5
表
内
、 P
8
、
P
 14 
参
照)

　

基
金
は
有
効
活
用
す
べ
き
で

す
が
、
一
方
で
借
り
た
貸
付
基

金
の
返
済
が
き
ち
ん
と
さ
れ
て

い
な
い
現
実
も
あ
り
ま
す
。

　

三
島
村
を
盛
り
上
げ
て
い
く

た
め
に
、
基
金
を
有
効
に
、
正

し
く
活
用
し
ま
し
ょ
う
！ 

基金名 基金の設置目的 積立てる金額 令和 3 年度末残高

財政調整基金 災害復旧・地方債の繰
上返済・その他財源不
足時の財源

一般会計余剰
金の 2 分の 1
以内

6 億 6518 万円

減債基金 地方債の返済や管理に
必要な財源

村税収入の 10
分の 1 以上

2 億 9305 万円

ふるさと納税基金 人材養成と地域活性化
等を促す

予算で定める 0 円

人材育成基金 産業の振興・看護師を
目指す人材への就学資
金（貸与 )

利子など 5761 万円

歌舞伎「俊寛」基金 歌舞伎「俊寛」を開催
する経費

予算で定める 490 万円

庁舎建設基金 庁舎建設の資金 利子など 3 億 5579 万円

船舶建造基金 村営船建造の資金 予算で定める 6817 万円

地域振興基金 振興総合計画に基づく
地域振興

予算で定める 1318 万円

地域福祉基金 高齢化社会に対応した
公共サービス整備

予算で定める 3502 万円

水産振興基金 水産振興 予算で定める 6705 万円

住宅資金貸付基金 住宅の新築・増改築の
資金貸付

（基金の金額 )1
億 2500 万円

1 億 641 万円

国民健康保険基金 国民健康保険の健全な
運営

剰余金の 100
分の 50 以上

0 円

国民健康保険出産費資金
貸付基金

出産育児一時金を受給
するまでの資金貸付

（基金の金額
)90 万円

90 万円

国民年金保険料貸付基金 国民年金保険料の貸付 （基金の金額
)20 万円

0 円

農林水産業振興資金貸付
基金

農林水産業振興の資金
貸付

（基金の金額
)5500 万円

2560 万円

森林環境譲与税基金 森林環境の整備 予算で定める 19 万円

土地開発基金 公有地の確保 予算で定める 1617 万円

定住促進対策貸付基金 農林水産業で自立する
ための資金貸付

（基金の金額
)2000 万円

749 万円

畜産経営安定化貸付基金 畜産業での経営を安定
化するための資金貸付

（基金の金額
)2000 万円

1327 万円

介護保険基金 介護保険の健全な運営 予算で定める 1879 万円

三
島
村
に
は
ど
ん
な
基
金
が

あ
る
の
？
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【
質
疑
】

山
﨑
晋
作
議
員　

工
事
契
約

は
専
決
処
分
が
多
い
。
今
回
は

工
期
延
長
な
ど
急
を
要
す
る

も
の
で
は
な
い
が
、
な
ぜ
？　

経
済
課
長　

入
札
と
議
会
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
合
わ
せ
る
の
が
難
し
か
っ
た
。 

【
質
疑
】

山
﨑
晋
作
議
員 
❶ 

議
論
す
る

た
め
の
材
料
が
少
な
す
ぎ
る
。

（
ど
う
い
う
経
緯
で
、
ど
ん
な

問
題
が
あ
っ
て
、
な
ぜ
埋
め
立
て
る
の
か
、

な
ど
。）

経
済
課
長　
フ
ェ
リ
ー
が
新
し
く
な
り
、

荷
役
の
作
業
ス
ペ
ー
ス
が
足
り
な
く
な
っ

て
危
険
な
状
況
の
た
め
県
に
依
頼
し
た
。

今
後
は
十
分
な
説
明
を
記
載
す
る
。

山
﨑
晋
作
議
員 

❷ 

環
境
へ
の
影
響
は
？

経
済
課
長　

県
の
調
査
で
は
影
響
は
小

さ
い
。
可
能
な
限
り
環
境
保
全
も
行
う
。

山
﨑
晋
作
議
員 

❸ 

埋
立
区
域
と
施
工

区
域
は
ど
う
違
う
？

経
済
課
長　

埋
立
区
域
は
埋
め
立
て
る

場
所
、
施
工
区
域
は
作
業
船
や
車
両
の

作
業
ス
ペ
ー
ス
。

山
﨑
晋
作
議
員 

❹ 

工
期
は
？

経
済
課
長　

今
年
度
契
約
し
、
着
工
か

ら
１
年
10
ヶ
月
。

日
髙
重
行
議
員　
こ
の
場
所
は

堤
防
を
乗
り
越
え
て
き
た
波
の

逃
げ
道
に
必
要
と
い
う
こ
と
で
、

埋
め
立
て
反
対
の
声
が
あ
っ
た
は
ず
だ
が
？

経
済
課
長　
地
元
関
係
者
は
了
承
済
み
。

【
質
疑
】

山
﨑
晋
作
議
員 

❶ 

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
に
よ
る
事
業

の
内
容
は
？

総
務
課
長 

A 
隔
離
施
設
整
備
事
業
‥

硫
黄
島
の
民
家
を
２
軒
を
購
入
し
改
修
。

承 認 第 20 号 
…………………

【概要】
契 約 金 額：
6151 万円
…………………

【討論】なし
…………………

【採決】　
賛成 5　反対 0
…………………
専決処分

議案第 18 号
………………… 

【概要】
工事箇所は下図
を参照
…………………

【討論】なし
…………………

【採決】　
賛成 5　反対 0

　
９
月
定
例
会
で
は
、
昨
年
度
の
決
算
が
行
わ
れ
、
議
会
は
決
算
書
の
認
定
を
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で

議
会
は
行
政
が
予
算
を
正
し
く
使
っ
た
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
予
算
と
違
っ
て
認
定
し
な
く
て
も
行
政
運
営

へ
の
直
接
的
な
効
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
、
お
金
の
使
い
道
を
行
政
と
議
論
し
て
、
今
後
の
予
算
組
み
に
生
か
し
ま
す
。
な
お
、
決
算
が
終

わ
る
と
、
行
政
は
来
年
度
の
予
算
を
11
月
後
半
か
ら
作
成
し
始
め
ま
す
。
そ
の
た
め
９
月
か
ら
10
月
は
、

村
政
へ
の
要
望
を
、
来
年
度
予
算
に
組
み
込
ん
で
も
ら
い
や
す
い
タ
イ
ミ
ン
グ
と
な
り
ま
す
。

『
9
月
定
例
会
の
紹
介
』

同意第２号
…………………

【概要】
任期満了に伴う
選任（再任・任
期 4 年間）
…………………

【討論】なし
…………………

【採決】　
賛成 5　反対 0
…………………

【質疑】なし

議案第 19 号
…………………

【概要】
次頁の表を参照
…………………

【討論】なし
…………………

【採決】　
賛成 5　反対 0

同意第 3 号
…………………

【概要】
任期満了に伴う
選任（再任・任
期 4 年間）
…………………

【討論】なし
…………………

【採決】　
賛成 5　反対 0
…………………

【質疑】なし

硫
黄
島
：
大
浦
線
の
工
事
契
約

硫
黄
島
：
港
内
の
埋
め
立
て

三
島
村
監
査
委
員
の
選
任

三
島
村
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任

令
和
４
年
度 

一
般
会
計 

補
正
予
算

※表紙写真を参照

埋立区域

施
工
区
域

問
題
箇
所
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B 
生
活
支
援
給
付
金
‥
住
民
税
非
課

税
世
帯
（
70
世
帯
）
未
就
学
児
（
50
人
）

１
人
あ
た
り
５
万
円
支
給

C 
P
C
R
検
査
事
業
‥
１
万
円
×
50
回
分

D 
浄
化
槽
使
用
料
金
補
助
事
業
‥
10

月
〜
３
月 

浄
化
槽
代
半
分
補
助

E 
高
度
無
線
環
境
整
備
事
業
‥
業
者

の
見
積
り
額
減
少
に
よ
り
減
額

F 
水
道
料
金
補
助
事
業
‥
４
月
〜
１
月

水
道
の
基
本
料
全
額
補
助
。（
支
払
い
済

み
の
基
本
料
金
は
今
後
の
分
と
相
殺
）

山
﨑
晋
作
議
員 

❷ 

G 
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
は
ど
こ
で
使
え
る
？

総
務
課
長　
コ
ロ
ナ
禍
の
消
費
者
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
の
事
業
。
３
０
０
０
円
で

５
０
０
０
円
分
の
商
品
券
を
購
入
可
能
。

島
内
の
商
店
や
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
を
予
定
。

山
﨑
晋
作
議
員 

❸ 

E 
高
度
無
線
環
境

整
備
事
業
、
過
疎
債(

※)

で
村
の
負
担
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
が
、
最

終
的
な
村
の
負
担
は
？

豆
知
識　

※
過
疎
債
‥
借
金
の
う
ち
70
％

を
国
が
後
か
ら
交
付
し
て
く
れ
る
。

総
務
課
長　

事
業
全
体
で
約
19
億
円
の

う
ち
村
の
負
担
は
約
９
８
０
０
万
円
。

山
﨑
晋
作
議
員 

❹ 
H 
時
短
要
請
の
協

力
金
の
対
象
者
は
？

総
務
課
長　

硫
黄
島
の
カ
ル
デ
ラ
ハ
ウ

ス
。
令
和
４
年
１
月
〜
３
月
に
県
か
ら

時
短
要
請
が
あ
り
、
協
力
金
の
三
島
村

負
担
分
。

山
﨑
晋
作
議
員 

現
在
の
事
業
者
は
誰
？

総
務
課
長　

硫
黄
島
在
住
20
代
男
性
。

山
﨑
晋
作
議
員 

❺ 

I 
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
車
両
は
黒
島
？
ま
た
現
在
の
配

属
状
況
は
？

定
住
促
進
課
長　
黒
島
に
２
名
い
て
、
２

台
の
車
両
を
配
備
。
そ
の
う
ち
１
台
が
故

障
し
た
た
め
中
古
車
を
購
入
し
た
い
。

山
﨑
晋
作
議
員 

❻ 

J 
雨
漏
り
工
事
を
す

る
竹
島
の
民
宿
は
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
か
ら

経
過
年
数
が
少
な
い
が
、
な
ぜ
雨
漏
り
？

定
住
促
進
課
長　

平
成
24
年
度
に
約

１
３
０
０
万
円
ほ
ど
か
け
て
リ
フ
ォ
ー

ム
。
増
築
部
分
が
多
く
、
継
ぎ
目
の
経

年
劣
化
に
よ
り
今
年
５
月
に
雨
漏
り
し
、

カ
ビ
も
発
生
。

予算の内容 予算額
（万円 ）

財源 （ 万円 ）
国・

県
借入

金
三島

村
予算全体 7 億 152 3 億 3 億
免許費用 13 0 0 13

🅖 プレミアム商品券 260 84 0 175

全国町村会災害対策費用保
険

99 0 0 99

🅗  コロナ時短協力金 9 0 0 9

財政調整基金へ積立 1 億
3190

0 0 1 億
3190

ミシマカップ △ 30 0 0 △ 30

🅘  地域おこし協力隊車両 30 0 0 30

🅐 片泊郵便局・ ふれあいセン
ター修繕

49 0 0 49

🅔  高度無線環境整備事業 1 億
3854

△
1511

3 億
2920

△ 1
億

監査委員全国大会 15 0 0 15

臨時特別給付金返納 20 0 0 20

🅑  生活支援給付金 600 600 0 0

養育医療費返納 71 123 0 △ 52

B  野良猫不妊施術料 15 0 0 15

🅒 黒島診療所修繕・PCR 検査
事業

65 60 0 5

🅓 浄化槽使用料金補助事業 0 481 0 △ 481

特派員活動謝礼 10 0 0 10

🅙 竹島民宿雨漏り修繕費 206 0 0 206

竹島学園下崖崩れ調査など 850 0 0 850

🅐 住宅建設費（隔離施設整備
事業）

0 250 0 △ 250

J アラート小型受信機 50 0 0 50

村債返済 4 億 0 0 4 億

🅕 簡易水道事業特別会計へ繰
出（水道料金補助事業）

139 139 0 0

消耗品など 15 0 0 15
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山
﨑
晋
作
議
員　

災
害
保
険
に
は
加
入

し
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

保
険
に
は
加
入
し
て
い
る

が
今
回
は
対
象
外
。

山
﨑
晋
作
議
員　

事
業
者
と
村
の
費
用

負
担
割
合
は
？

定
住
促
進
課
長　

全
額
村
の
負
担
。

山
﨑
晋
作
議
員　

事
業
と
し
て
村
の
建

物
を
借
り
て
い
て
、
修
繕
費
用
が
全
て

村
の
負
担
と
い
う
の
は
お
か
し
い
。
今
回

の
雨
漏
り
は
判
断
が
難
し
い
が
、
全
体

的
に
見
直
し
が
必
要
で
は
。

定
住
促
進
課
長　
設
備
も
含
め
て
今
ま
で

も
議
論
に
上
が
っ
て
い
る
の
で
、
来
年
５
月

の
更
新
時
期
に
向
け
て
見
直
し
を
行
う
。

山
田
和
広
議
員 

❶ 

A 
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
修
繕
は
シ
ル
バ
ー
ル
ー
ム
の
エ
ア

コ
ン
か
？
娯
楽
室
も
エ
ア
コ
ン
が
不
調
な

の
で
つ
い
で
に
見
て
も
ら
い
た
い
。

総
務
課
長
　
今
回
の
予
算
は
シ
ル
バ
ー
ル

ー
ム
の
エ
ア
コ
ン
修
繕
。
地
元
に
対
応
を

依
頼
。
依
頼
し
た
方
に
娯
楽
室
も
見
て

も
ら
い
、
対
応
を
考
え
る
。

山
田
和
広
議
員 

❷ 

B 
野
良

猫
の
増
加
問
題
に
対
し
て
片
泊

の
有
志
３
名
が
中
心
と
な
り
、

民
生
課
の
協
力
の
も
と
不
妊
手
術
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
野
良
猫
は
大
里
に
も

た
く
さ
ん
お
り
、
島
側
だ
け
で
は
対
応

し
き
れ
な
い
の
で
今
後
も
支
援
を
お
願
い

し
た
い
。

民
生
課
長
　
役
場
だ
け
で
の
対
応
は
難

し
い
が
、
島
側
で
動
い
て
く
れ
た
の
で
、

試
験
的
に
数
匹
不
妊
手
術
を
行
っ
た
。

残
り
50
匹
（
推
定
）
を
鹿
児
島
市
内
の

病
院
で
施
術
す
る
費
用
を
計
上
し
た
。

野
良
猫
の
手
術
を
し
た
実
績
が
あ
る
竹

島
や
、
黒
島
の
議
員
の
み
な
さ
ん
に
も

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

【
質
疑
】

山
﨑
晋
作
議
員
　
予
備
費
に

計
上
さ
れ
て
る
け
ど
、
最
終
的

に
は
赤
字
補
填
分
と
相
殺
？

船
舶
課
長　
は
い
。

議案第 20 号
…………………

【概要】令和 3 年
度の繰越金を令
和 4 年度の予備
費へ計上
金額：3837 万円
…………………

【討論】なし
…………………

【採決】　
賛成 5　反対 0

議案第 21 号
…………………

【概要】
左表参照
…………………

【討論】なし
…………………

【採決】　
賛成 5　反対 0
…………………

【質疑】省略

議案第 22 号
…………………

【概要】
左表参照
…………………

【討論】なし
…………………

【採決】　
賛成 5　反対 0
…………………

【質疑】省略

議案第 23 号
………………………

【 概 要 】　 令 和 3 年
度の繰越金を令和 4
年度の予備費に計上 
金額：156 万円
………………………

【討論】なし
………………………

【採決】　
賛成 5　反対 0
………………………

【質疑】なし

令
和
４
年
度　
船
舶
交
通
事
業

補
正
予
算

令
和
４
年
度 

後
期
高
齢
者
医
療 

補

正
予
算

令
和
４
年
度 

国
民
健
康
保
険 

補
正

予
算

令
和
４
年
度 

介
護
保
険 

補
正
予
算

予算の
内容
（ 万円 ）

予算額
（万円）

財源 （ 万円 ）

国・県 借入
金

三島
村

予 算 全
体

2048 16 0 2031

シ ス テ
ム保守

16 16 0 0

交 付 金
の 超 過
分 返金

2031 0 0 2031

予算の内容
（ 万円 ）

予算額
（万円）

財源 （ 万円 ）

国・県 借入金 三島
村

予算全体 232 0 0 232

介護保険基
金積立

80 0 0 80

交付金の超
過分 返金

151 0 0 151

サービス事業分
令和 3 年度の繰越金を令和 4 年度の予備費に計上
金額：15 万円
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【
質
疑
】 

山
﨑
晋
作
議
員  

❶ 【
船
内
害

虫
駆
除
（
１
０
７
７
万
円
）】

昨
年
も
指
摘
し
た
が
、
実
際

は
害
虫
駆
除
以
外
の
経
費
が
大
部
分
な

の
で
、
説
明
と
し
て
不
適
切
。

船
舶
課
長　

詳
細
を
記
載
し
て
わ
か
り

や
す
く
し
た
い
。

山
﨑
晋
作
議
員  

❷ 【
令
和
３
年
度
就
航
率

（
94·

1
％
）】
就
航
率
に
は
１
泊
２
日
か

ら
日
帰
り
航
海
への
変
更
や
条
件
付
き
航

海
は
反
映
さ
れ
な
い
の
で
、
そ
う
い
っ
た
デ

ー
タ
も
提
示
し
て
欲
し
い
と
何
度
か
要
望

し
た
。
条
件
を
つ
け
る
精
度
の
向
上
な
ど

に
必
要
な
の
で
、
改
め
て
お
願
い
す
る
。

船
舶
課
長　
準
備
出
来
次
第
提
出
す
る
。

山
﨑
晋
作
議
員 

❸ 

新
し
い
代
理
店
は
見

つ
か
っ
た
か
。

船
舶
課
長　
鹿
児
島
荷
役
と
話
を
進
め
て

い
る
。他
の
業
者
と
も
協
議
し
て
い
き
た
い
。

山
﨑
晋
作
議
員　

先
日
雇
用
さ
れ
た
２

名
は
新
し
い
代
理
店
が
決
ま
っ
た
ら
そ

こ
で
再
雇
用
し
て
も
ら
う
話
だ
っ
た
が
、

「
交
渉
し
た
が
無
理
だ
っ
た
」
と
な
ら

な
い
よ
う
対
応
を
お
願
い
す
る
。

船
舶
課
長　
し
っ
か
り
対
応
す
る
。

中
原
良
範
議
員
【
自
動
車
航

送
運
賃
（
６
５
３
３
万
円
）】

認定第 1 号
…………………

【概要】
左図参照
…………………

【討論】なし
…………………

【採決】　
賛成 5　反対 0

議案第 25 号
………………………

【概要】令和 3 年度
の繰越金を令和 4 年
度の予備費に計上
金額：495 万円
………………………

【討論】なし
………………………

【採決】　
賛成 5　反対 0
………………………

【質疑】なし

議案第 24 号
……………………………………………………………………………

【概要】・水道料金補助事業 139 万円（P4：議案第 19 号 参照）
（139 万円は一般会計に計上した後、特別会計に繰入）
・水道基本料金 10 ヶ月分にあたる 62 万円を予算から減額
・差し引きした 76 万円と令和 3 年度の繰越金 71 万円を令和 4 年
度の予備費に
金額（予備費）：147 万円
……………………………………………………………………………

【討論】なし
……………………………………………………………………………

【採決】　賛成 5　反対 0
……………………………………………………………………………

【質疑】なし

令
和
４
年
度 

簡
易
水
道
事
業 

補
正

予
算

令
和
４
年
度 

特
産
品
焼
酎
事
業 

補

正
予
算

令
和
３
年
度 

船
舶
交
通
事
業 

決
算

認
定

0

4 億

8億

12 億円

A

B

CC

AA
BB

R3

R2

船舶歳入
令和３年度  計：11億9188万円

A 船舶交通事業収入　1億3046万円
B 繰入金　99万円
C 諸収入　1億624万円
D 繰越金　0万円

A 国庫支出金　3億8226万円
B 県支出金　5億6784万円
C 運賃割引収入　408万円

自主財源

依存財源

令和２年度  計：3億9012万円

A 船舶交通事業収入　1億1812万円
B 繰入金　158万円
C 諸収入　240万円
D 繰越金　7750万円

A 国庫支出金　1億8529万円
B 県支出金　146万円
C 運賃割引収入　375万円

自主財源

依存財源

A

AA
BB
CC

CC

CCBB

0

4 億

8億

12 億円

AA

BB

R3

R2

船舶歳出
令和３年度  計：11億5351万円令和２年度  計：8億1458万円

A 船舶交通事業費 7億9787万円
B 公債費 1670万円
C 繰上充用費 0万円

A 船舶交通事業費　7億1117万円
B 公債費　1789万円
C 繰上充用費　4億2445万円

AA

BB

CC
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前
年
度
か
ら
６
０
０
万
円
ほ
ど
増
え
て
い

る
の
は
な
ぜ
か
？

船
舶
課
長　

台
数
は
減
少
し
た
が
、
大

型
車
両
が
増
え
た
。

【
質
疑
】 

山
崎
晋
作
議
員 

❶ 【
国
民
健

康
保
険
基
金
（
０
円
）】
基

金
が
令
和
３
年
度
で
０
円
と

な
っ
た
。
今
後
現
在
の
保
険
税
率
で
維

持
し
て
い
け
る
の
か
？

民
生
課
長　

基
金
が
な
く
な
り
、
一
般

会
計
か
ら
８
２
６
万
円
繰
り
入
れ
た
。

税
率
の
改
定
も
検
討
の
必
要
が
あ
る

が
、
ま
ず
は
未
納
の
問
題
を
ど
う
に
か

し
た
い
。
未
納
が
多
い
と
交
付
金
が
減

る
。
前
年
度
ま
で
が
約
４
５
０
万
円
だ

っ
た
が
、
令
和
３
年
度
は
約
75
万
円
に

減
っ
た
。
収
納
率
の
向
上
に
全
力
を
尽

く
し
た
い
。（
収
納
率
１
０
０
％
で
約

５
０
０
万
円
）

山
崎
晋
作
議
員
❷ 

【
不
納
欠
損
（
26
万

円
） 

未
収
（
２
０
７
万
円
）】
未
収
の
う

ち
長
期
滞
納
が
約
半
分
。
こ
れ
も
不
納

欠
損
に
な
る
可
能
性
が
高
い
。
今
後
ど

う
対
応
し
て
い
く
か
。

総
務
課
長　

分
割
納
付
な
ど
対
策
し
て

き
た
が
、
不
納
欠
損
が
出
て
し
ま
っ
た
。

他
の
未
納
も
以
下
の
対
応
を
し
て
い
く
。

認定第 2 号
…………………

【概要】
左図参照
…………………

【討論】なし
…………………

【採決】　
賛成 5　反対 0

令
和
３
年
度 

国
民
健
康
保
険 

決
算

認
定

0

2千万

4千万

6千万

8千万円 AA

DD
DD

R3R3

R2
国民健康保険歳入

令和３年度  計：7477万円

自主財源

依存財源

令和２年度  計：6746万円

A 国庫支出金　33万円
B 県支出金　4346万円

A 国庫支出金　0万円
B 県支出金　4675万円

自主財源

依存財源

AA

EEEEFF

BB BB

AA
A 国民健康保険税  1206万円
B 使用料及び手数料  0万円
C 財産収入　0万円
D 繰入金　818万円
E 繰越金　121万円
F 諸収入　220万円

A 国民健康保険税  1163万円
B 使用料及び手数料  0万円
C財産収入　0万円
D 繰入金　1591万円
E 繰越金　46万円
F 諸収入　0万円

0

2千万

4千万

6千万

7千万円

AA

AA

BBBB

R3R3

R2国民健康保険歳出
令和３年度  計：5446万円令和２年度  計：6700万円

A 総務費 145万円
B 保険給付費　3771万円
C 国民健康保険事業費納付金
　  2764万円

D 共同事業拠出金　0万円
E 保険事業費　19万円
F 基金積立金　0万円
G 諸支出金　0万円

A 総務費 123万円
B 保険給付費  1889万円
C 国民健康保険事業費納付金
　  3157万円

D 共同事業拠出金　0万円
E 保険事業費　12万円
F 基金積立金　0万円
G 諸支出金　262万円EE EEGG

CC
CC

0

4千万円

3千万

2千万

1千万

A

B

CC

AA

R3
R2介護歳入

令和３年度  計：4414万円

自主財源

依存財源

令和２年度  計：4223万円

A 保険料　509万円
B 財産収入　0円
C 繰入金　551万円
D 繰越金　519万円
E 諸収入　0万円

A 保険料  565万円
B 財産収入  0円
C 繰入金  624万円
D 繰越金  424万円
E 諸収入  14万円

A 国庫支出金　1164万円
B 支払基金交付金　937万円
C 県支出金　541万円

A 国庫支出金  1263万円
B 支払基金交付金  972万円
C 県支出金  549万円

自主財源

依存財源

A

AA

DD DD
EE

CC
CC

CC

BB

0

4千万円

3千万

2千万

1千万

AA

BB

介護歳出
令和３年度  計：3824万円令和２年度  計：3798万円

A 総務費　113万円
B 保険給付費　3343万円
C 財政安定化基金拠出金  0円
D 基金積立金　0円
E 地域支援事業費　34万円
F 諸支出金　307万円

A 総務費  106万円
B 保険給付費  3413万円
C 財政安定化基金拠出金  0円
D 基金積立金  0円
E 地域支援事業費  103万円
F 諸支出金  200万円

AA

FF
EE

FFEE

BB

R3R3R2R2
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・
財
産
な
ど
の
調
査
を
し
、
場
合
に
よ

っ
て
は
差
し
押
さ
え

・
公
共
事
業
の
報
酬
か
ら
差
し
引
く
（
確

約
済
み
の
未
納
者
あ
り
）

・
一
部
の
公
共
民
宿
施
設
と
は
確
約
書

を
交
わ
し
、
支
払
い
滞
納
及
び
業
務
改

善
が
見
ら
れ
な
い
場
合
は
契
約
解
除

山
崎
晋
作
議
員 

❸ 

重
症
化
の
リ
ス
ク
、
財

政
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
病
気
の
早
期
発

見
は
重
要
だ
が
、健
康
診
断
の
受
診
率
は
？

豆
知
識　
（
例
）
が
ん
健
診

・
２
人
に
１
人
は
が
ん
に
か
か
る

・
発
見
が
遅
れ
る
と
、
死
亡
率
・
医
療
費

が
数
倍
に
な
る

民
生
課
長　

現
時
点
で
の
集
計
で
は
約

60
％
。コ
ロ
ナ
感
染
の
警
戒
で
減
少
し
た
。

受
診
時
に
不
在
だ
っ
た
方
が
受
け
ら
れ
る

制
度
も
案
内
し
、
受
診
率
を
上
げ
た
い
。

【
質
疑
】 

山
崎
晋
作
議
員　
介
護
専
門
職

員
は
黒
島
に
配
属
さ
れ
た
か
。

民
生
課
長　

希
望
者
が
現
在
研
修
中

で
、
12
月
か
ら
大
里
地
区
に
配
置
予
定
。

黒
島
だ
け
で
な
く
村
全
体
を
見
て
も
ら

う
。
民
生
課
に
は
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
員

も
い
る
の
で
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

認定第 3 号
…………………

【概要】
前頁下図・左図
参照
…………………

【討論】なし
…………………

【採決】　
賛成 5　反対 0

令
和
３
年
度 

介
護
保
険 

決
算
認
定

認定第 4 号
…………………

【概要】
左図参照
…………………

【討論】なし
…………………

【採決】　
賛成 5　反対 0
…………………

【質疑】なし

令
和
３
年
度 

後
期
高
齢
者
医
療 

決

算
認
定

0

100万

２00万円

AA

DDDD

R3R2介護（サービス事業）歳入
令和３年度  計：267万円

自主財源

令和２年度  計：261万円

自主財源

AA

BB BB

CC
CC

A サービス収入　34万円
B 繰入金　95万円
C 繰越金　9000円
D 諸収入　130万円

A サービス収入　51万円
B 繰入金　60万円
C 繰越金　22万円
D 諸収入　133万円

0

100万円

AAAA

R3R3
R2

介護（サービス事業）歳出
令和３年度  計：117万円令和２年度  計：108万円

A 総務費　108万円
B 諸支出金　0円

A 総務費　117万円
B 諸支出金　0円

0

200万

400万

600万

700万円

AA

DD

DD

R3年R2年後期高齢者
医療保険料歳入

令和３年　計：740万円

自主財源

令和２年　計：716万円

自主財源

AA

EE

EE

FF

CC

A 後期高齢者医療保険料
 　343万円
B 使用料及び手数料　0円
C 寄付金　252万円
D 繰入金　108万円
E 繰越金　11万円
F 諸収入　0万円

A 後期高齢者医療保険料 
 　323万円
B 使用料及び手数料　0円
C 寄付金　0円
D 繰入金　249万円
E 繰越金　156万円
F 諸収入　11万円

0

600 万円

400 万

200 万

AA

BB
BB

CC
CC

AA

R3年R3年R2年

令和３年　計：584万円令和２年　計：559万円

A 総務費　10万円
B 後期高齢者医療広域連合
 　寄附金　539万円
C 保険事業費　9万円
D 諸支出金　0円

A 総務費　3万円
B 後期高齢者医療広域連合
 　寄附金　539万円
C 保険事業費　67万円
D 諸支出金　0円

後期高齢者
医療保険料歳出
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【
質
疑
】

中
原
良
範
議
員 【
収
入
未
済
額

（
76
万
）】
水
道
代
の
未
収
が

発
生
し
て
い
る
理
由
は
？

民
生
課
長　

２・
３
月
分
を
４
月
に
検

針
す
る
た
め
事
務
処
理
上
の
関
係
で
計

上
が
遅
れ
た
。
現
時
点
で
は
未
収
額
が

約
５
万
円
ほ
ど
。

山
崎
晋
作
議
員 

【
地
方
臨
時

交
付
金 

水
道
料
金
補
助
事
業

（
１
３
９
万
円
）】
水
道
料
未

納
の
場
合
も
補
助
を
受
け
ら
れ
る
の
か
。

民
生
課
長　

未
納
の
方
へ
の
交
付
は
入

金
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
。

【
質
疑
】

山
崎
晋
作
議
員 

❶ 

特
別
会

計
は
事
業
の
お
金
の
流
れ
を

見
や
す
く
す
る
た
め
の
も
の
。
以
前
か

ら
何
度
か
発
言
し
て
い
る
が
、
焼
酎
事

業
に
携
わ
っ
て
い
る
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
費
用
な
ど
も
、
注
意
書
き
で
良

い
の
で
記
載
す
る
べ
き
。
２
名
で
年
間

５
０
０
万
円
以
上
が
任
期
終
了
後
は
そ

の
ま
ま
村
の
支
出
と
な
る
。

定
住
促
進
課
長　

今
後
別
途
記
載
す
る

よ
う
に
す
る
。

山
﨑
晋
作
議
員 

❷ 

地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
動
内
容
は
？

定
住
促
進
課
長　
焼
酎
関
連
の
業
務
全
般
。

山
﨑
晋
作
議
員
❸ 

【
広
告
料

（
１
９
８
万
円
）
広
告
の
効
果
の
検
証

認定第 5 号
…………………

【概要】
左図参照
…………………

【討論】なし
…………………

【採決】　
賛成 5　反対 0

認定第 6 号
………………

【概要】
下図参照
………………

【討論】なし
………………

【採決】　
賛成 5 反対 0

令
和
３
年
度 

簡
易
水
道
事
業 

決
算

認
定

令
和
３
年
度 

特
産
品
焼
酎
事
業 
決

算
認
定

0

１千万円

600万

200万

水道事業歳入
令和３年度  計：935万円

自主財源

AA

BBA 簡易水道事業収入  190万円
B 繰入金　745万円
C 諸収入　0円

R3R3

0

１千万円

600万

200万

水道事業歳出
令和３年度  計：864万円

AA

A 簡易水道事業費  864万円

R3R3

0

３千万円

２千万

１千万

0

３千万円

２千万

１千万

AA

DDDD

特産品
焼酎事業歳入

令和３年度  計：2813万円

自主財源

令和２年度  計：2900万円

自主財源

AA

BB

BB

CC
CC

A 焼酎事業収入　1080万円
B 繰入金　903万円
C 諸収入　41万円
D 繰越金　412万円

A 焼酎事業収入　1869万円
B 繰入金　131万円
C 諸収入　64万円
D 繰越金　248万円

R3R3R2

依存財源

A 県支出金　500万円

依存財源

A 県支出金　463万円
AAAA

BB

AA

BB

AA

R3R3
R2

令和３年度  計：2318万円令和２年度  計：2652万円

A 焼酎製造事業費 2652万円
B 諸支出金 0円

特産品
焼酎事業歳出

A 焼酎製造事業費　2318万円
B 諸支出金　0円
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は
し
て
い
る
か
。
継
続
し
な
い
と
検
証
が

難
し
い
が
、
効
果
的
に
広
告
を
活
用
す

る
た
め
に
必
要
。

定
住
促
進
課
長　

認
知
度
向
上
の
た

め
、
県
に
支
援
し
て
も
ら
い
実
施
。
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
P
V
数
を
日
々
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
る
。
メ
デ
ィ
ア
に
掲
載
さ
れ
る
と

通
販
サ
イ
ト
の
販
売
数
が
増
え
た
り
す

る
の
で
、
し
っ
か
り
検
証
し
て
い
き
た
い
。

都
市
圏
で
の
新
聞
広
告
は
成
果
が
見
ら

れ
な
か
っ
た
の
で
、
減
ら
し
て
い
る
。

山
﨑
晋
作
議
員　

ネ
ッ
ト
通
販
と
親
和

性
が
高
い
ネ
ッ
ト
広
告
も
活
用
し
て
み
て

は
ど
う
か
。

定
住
促
進
課
長　

昨
年
か
ら
検
討
し
て

い
る
。

山
﨑
晋
作
議
員 【
❹ 

映
像
制
作

（
１
０
６
万
円
）】
映
像
は
完
成
し
て
い

る
？

定
住
促
進
課
長　

完
成
し
、
知
事
に
も

好
評
だ
っ
た
。

山
﨑
晋
作
議
員　

ど
の
よ
う
に
活
用
し

て
い
る
か
。

定
住
促
進
課
長　

焼
酎
蔵
の
見
学
・
移

住
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
活
用
。

山
﨑
晋
作
議
員　

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
な
ど
、
村
民
も
見
や
す
い
よ
う

に
し
て
欲
し
い
。
ネ
ッ
ト
広
告
に
使
用
す

る
の
も
効
果
的
で
は
。

定
住
促
進
課
長　

焼
酎
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す
る
。

山
﨑
晋
作
議
員 

❺ 

柿
右
衛
門
ボ
ト
ル

の
在
庫
は
？

定
住
促
進
課
長　

残
り
９
本
。
柿
右
衛

門
ボ
ト
ル
１
本
の
利
益
は
通
常
の
ボ
ト

ル
の
80
本
分
。
売
り
上
げ
を
伸
ば
す
た

め
に
高
価
格
商
品
の
開
発
も
引
き
続
き

進
め
た
い
。

山
﨑
晋
作
議
員 

❻ 

営
業
担
当
の
成
果
は
。

定
住
促
進
課
長　

県
内
販
売
店
へ
の
営

業
・
巡
回
。
取
扱
店
が
５
店
か
ら
20
店

に
増
加
。
大
手
百
貨
店
へ
の
営
業
や
ネ

ッ
ト
販
売
も
拡
大
し
て
い
る
。

山
﨑
晋
作
議
員 

❼ 

芋
を
使
っ
た
特
産

品
開
発
の
状
況
は
？

定
住
促
進
課
長　

プ
リ
ン
を
販
売
中
。

チ
ッ
プ
ス
は
品
質
向
上
の
た
め
大
手
企
業

へ
研
修
に
行
く
予
定
。

中
原
良
範
議
員 

❶ 

今
後
の
製

造
計
画
は
？

定
住
促
進
課
長　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
売

り
上
げ
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
の
で
、
蔵
で

貯
蔵
で
き
る
量
に
作
付
け
面
積
を
調
整

し
、
製
造
予
定
本
数
を
減
ら
し
て
い
る
。

中
原
良
範
議
員 

❷ 

在
庫
状
況
は
？

定
住
促
進
課
長

・
瓶
に
詰
め
て
い
な
い
25
％
の
焼
酎 

９
７
０
６
L

・
瓶
詰
め
し
た
も
の 

７
３
０
本

製
造
し
た
分
は
翌
年
度
に
は
売
り
切
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

中
原
良
範
議
員 

❸ 

プ
レ
ミ
ア
ム
焼
酎

（
原
酒
）
の
販
売
状
況
は
？

定
住
促
進
課
長　

８
割
以
上
は
予
約
で

販
売
済
み
。
原
酒
は
在
庫
量
を
大
き
く

減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
追
加
販

売
も
検
討
中
。

【
質
疑
】

山
崎
晋
作
議
員 【
村
道
硫
黄
岳

線
整
備
事
業　
（
２
０
０
７
万

円
）】
硫
黄
岳
の
展
望
台
ま
で

の
道
路
は
ど
う
な
る
の
か
？

経
済
課
長　

完
成
は
何
年
後
に
な
る
か

未
定
だ
が
、
展
望
台
ま
で
舗
装
道
路
を

作
る
予
定
。

認定第 7 号
…………………

【概要】
次頁図参照
…………………

【討論】なし
…………………

【採決】　
賛成 5　反対 0

令
和
３
年
度 

明
許
繰
越
会
計 

決
算

認
定
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【
質
疑
】

…
…
…
…
…  

総
務
課  

…
…
…
…
…
…

山
﨑
晋
作
議
員  【
❶ 

軽
自

動
車
税
の
不
納
欠
損(

※

)

（
１
２
９
０
０
円
）・
未
納

（
23
万
円
）】　

竹
島
で
は
最
近
ま
で
複
数

の
自
動
車
が
長
年
放
置
さ
れ
て
い
た
。
放

置
自
動
車
対
策
を
す
る
こ
と
で
、
税
金
未

納
へ
の
対
応
に
も
な
る
の
で
は
。
納
税
証

明
書
が
な
け
れ
ば
、
車
検
や
、
場
合
に
よ

っ
て
は
廃
車
が
で
き
な
い
。（
２
年
以
上
滞

納
す
る
と
税
務
署
に
差
し
押
さ
え
ら
れ
る

嘱
託
保
存
と
な
り
廃
車
で
き
な
い
。）
豆
知

豆
知
識　

※
不
納
欠
損 

… 

回
収
で
き
な
く
な

っ
た
税
金

総
務
課
長
　
各
島
に
放
置
自
動
車
が
あ

る
の
で
指
導
し
て
い
き
た
い
。
す
で
に
所

有
者
が
島
に
い
な
い
自
動
車
は
村
で
対

応
で
き
る
か
調
べ
て
み
る
。

山
﨑
晋
作
議
員 

❷ 【
議
会
議
事
録
の
作
成

（
１
０
１
万
円
）】
島
内
に
委
託
で
き
な
い

か
と
い
う
質
疑
に
対
し
て
、
確
認
し
て
み
る

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
の
結
果
は
。

総
務
課
長　

県
の
速
記
士
会
に
問
い
合

わ
せ
た
と
こ
ろ
、
専
門
用
語
も
多
い
た

め
大
半
の
自
治
体
が
速
記
士
会
に
頼
ん

で
い
る
と
の
こ
と
。
今
後
も
現
状
の
ま

ま
の
予
定
。

山
﨑
晋
作
議
員　

１
回
約
25
万
円
の
う

ち
大
部
分
が
収
入
と
な
り
、
島
と
し
て

貴
重
な
仕
事
に
な
り
得
る
。
専
門
用
語

が
多
く
難
し
い
が
、
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
人
材
育
成
に
も
つ
な
が
る
。
大
半

と
い
う
こ
と
は
、
委
託
し
て
い
な
い
自
治

F
G

E

G
E

G

令和２年度  計：9726万円

令和２年度  計：9726万円

令和３年度  計：5億4347万円

令和３年度  計：5億2446万円

R3

R2

明許繰越 歳入

A 村税　0円
B 使用料/手数料　0万円
C 財産収入　0万円
D 寄付金　0万円
E 繰入金　0万円
F 繰越金　8528万円
G 諸収入　410万円

A 地方譲与税　0円
B 交付金　0円
C 普通交付税　0円
D 特別交付税　0円
E 国庫支出金　2億4458万円
F 県支出金　0円
G 村債　2億950万円

A 村税　0円
B 使用料/手数料　0円
C 財産収入　0円
D 寄付金　0円
E 繰入金　0円
F 繰越金　829万円
G 諸収入　0円

自主財源

依存財源

自主財源

FF

R3

R2

明許繰越 歳出

A 議会費 0円
B 総務費 7563万円
C 民生費 0円
D 衛生費 0円
E 労働費 0円
F 農林水産業費　0円
G 商工費 132万円
H 土木費 2030万円
I 消防費 0円
J 教育費 0円
K 公債費 0円
L 諸支出金 0円
M 災害復旧費 0円

A 議会費 0円
B 総務費 1760万円
C 民生費 0円
D 衛生費 457万円
E 労働費 0円
F 農林水産業費　2314万円
G 商工費 0円
H 土木費 4億3893万円
I 消防費 1562万円
J 教育費 95万円
K 公債費 0円
L 諸支出金 0円
M 災害復旧費 2363万円

BB

BBDDFF

II
HH

HH

GG JJMM

0

4 億

2億

6億円

0

4 億

5億

2億

A 地方譲与税　0円
B 交付金　0円
C 普通交付税　0円
D 特別交付税　0円
E 国庫支出金　4817万円
F 県支出金　0円
G 村債　4080万円

依存財源

認定第 8 号
…………………

【概要】
次頁より
各図参照
…………………

【討論】なし
…………………

【採決】　
賛成 5　反対 0

令
和
３
年
度 

一
般
会
計 

決
算
認
定
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体
も
あ
る
と
い
う
こ
と
。
今
の
ま
ま
で
い

い
と
諦
め
ず
に
検
討
し
て
ほ
し
い
。

総
務
課
長　
大
半
が
速
記
士
会
に
依
頼
し

て
い
る
の
で
費
用
を
安
く
抑
え
ら
れ
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
依
頼
し
て
い
な
い
自
治

体
が
あ
る
か
、
あ
れ
ば
ど

の
く
ら
い
の
予
算
で
行
っ

て
い
る
か
調
査
し
て
み
る
。

山
﨑
晋
作
議
員
❸
【
紙

な
ど
の
消
耗
品
費

（
６
５
０
万
円
）】
削
減

す
る
た
め
に
E
|
F
A
X

の
活
用
は
ど
う
か
。
送
受

信
時
に
紙
を
必
要
と
せ

ず
、
外
出
先
で
も
受
信
し

た
資
料
を
確
認
で
き
る
。

総
務
課
長　

調
べ
て
検

討
し
て
み
る
。

山
﨑
晋
作
議
員 

❹  

【
例

規
シ
ス
テ
ム
（
２
５
３
万

円
・
条
例
改
正
内
容
の

指
導
な
ど
）】
高
額
で
は
。

条
例
改
正
も
頻
繁
に
あ

る
わ
け
で
は
な
い
。

総
務
課
長　

条
例
だ
け

で
な
く
規
則
の
変
更
も
あ
る
の
で
、
１

回
に
15
本
ほ
ど
は
あ
り
妥
当
な
金
額
だ

と
思
っ
て
い
る
が
、
見
積
も
り
の
時
に

協
議
し
て
み
る
。

山
﨑
晋
作
議
員　

法
令
な
ど
の
分
野
に

詳
し
い
人
を
雇
用
す
れ
ば
議
会
議
事
録

作
成
や
議
会
事
務
局
の
人
員
に
も
な
る

の
で
は
。
議
事
録
の
予
算
と
合
わ
せ
れ

ば
負
担
を
大
き
く
増
や
す
こ
と
な
く
雇

用
で
き
る
。

総
務
課
長　

そ
う
い
っ
た
経
験
・
知
識

の
あ
る
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
は
現
段

階
で
は
難
し
い
。

山
﨑
晋
作
議
員 

❺ 【
硫
黄
島
の
土
地
家

屋
購
入
（
１
９
９
万
円
）】
使
用
用
途

は
？

総
務
課
長　
コ
ロ
ナ
用
の
隔
離
施
設
。
コ

ロ
ナ
終
息
後
は
村
営
住
宅
と
し
て
利
用
。

山
﨑
晋
作
議
員 

❻ 

【
雨
戸
の
工
事

（
２
７
８
万
円
）】
ど
の
施
設
？

総
務
課
長　

竹
島
の
あ
い
あ
い
会
館
・

大
里
の
出
張
所
、
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
・

片
泊
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
。

山
﨑
晋
作
議
員　

議
会
や
先
日
の
台
風

後
視
察
で
も
伝
え
た
が
、
ガ
ラ
ス
の
上

部
に
雨
戸
が
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
危
険
。

議
員
勉
強
会
で
谷
口
議
員
か
ら
布
タ
イ

プ
の
防
風
設
備
に
つ
い
て
情
報
提
供
が

あ
っ
た
。
最
大
80
m
の
風
に
も
対
応
し
、

設
置
も
し
や
す
い
ら
し
い
の
で
、
調
べ
て

検
討
し
て
ほ
し
い
。

総
務
課
長　

情
報
収
集
す
る
。

山
﨑
晋
作
議
員  

❼ 【
地
産
地
消
シ
ス
テ

ム
保
守
料(

66
万
円)

】
委
託
内
容
は
？

定
住
促
進
課
長　

サ
ー
バ
ー
費
用
や
故

障
し
た
際
の
修
理
対
応
。
国
か
ら
使
用

率
が
低
い
と
指
導
さ
れ
て
い
た
が
、
機
械

の
不
具
合
が
あ
り
効
果
も
出
な
い
た
め

今
月
末
で
保
守
を
取
り
や
め
、
一
旦
使

用
を
休
止
す
る
。

山
﨑
晋
作
議
員　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
椿

油
製
品
の
販
売
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、

導
入
か
ら
数
年
は
当
N
P
O
で
利
用
し

て
い
た
。
導
入
当
初
か
ら
不
具
合
も
あ

り
、
機
能
も
不
十
分
で
あ
っ
た
。
休
止

0

2億

4億

6億

８億円
AA

AA BB

BB

R3R3

R2

総務課歳出
令和３年度  計：8億504万円令和２年度  計：6億8265万円

A 議会費　3541万円
B 一般管理費　2億2093万円
C 財産管理費　3096万円
D 庁舎及び公共施設等維持運営費
 　4556万円
E 高速通信事業費　2322万円 
F ふるさと納税事業費　786万円
G 徴税費　100万円 
H 選挙費　687万円 
I 統計調査費　68万円
J 監査委員費　113万円
K 消防費　1029万円
L 公債費　2億6570万円
M 諸支出金　2079万円
N その他公共施設公用施設災害復旧費
 　1218万円

A 議会費　3218万円
B 一般管理費　2億1958万円
C 財産管理費　6710万円
D 庁舎及び公共施設等維持運営費
 　7598万円
E 高速通信事業費　3590万円
F ふるさと納税事業費　892万円
G 徴税費　107万円
H 選挙費　 620万円
I 統計調査費　26万円
J 監査委員費 106万円
K 消防費 3148万円
L 公債費 2億9726万円
M 諸支出金　2798万円
N その他公共施設公用施設災害復旧費
 　0円

EE

EE

FF
FFGG

HH
HH

II
JJ KK

KK

LL LL

MM MMNN

CC

CC
DD

DD

GGII
JJ
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で
な
く
も
う
使
わ
な
い
方
が
い
い
。
販

売
利
益
よ
り
も
保
守
料
の
方
が
高
い
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
以
外
で
も
金
額
の
妥
当

性
は
し
っ
か
り
見
極
め
て
欲
し
い
。

定
住
促
進
課
長　

保
守
契
約
は
中
止
す

る
が
、
シ
ス
テ
ム
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

は
検
討
を
続
け
た
い
。

山
﨑
晋
作
議
員 

❽ 

【
村
長
選
挙

（
１
４
２
万
円
）】
前
回
の
三
島
村
議
会

議
員
選
挙
後
に
看
板
設
置
を
す
る
と
答

弁
が
あ
り
、
村
長
選
挙
も
看
板
を
立
て

る
と
聞
い
て
い
た
が
、
設
置
さ
れ
な
か
っ

た
。
理
由
は
？

総
務
課
長　

看
板
設
置
場
所
の
整
理
が

で
き
て
い
な
か
っ
た
た
め
。
看
板
材
料
の

保
管
場
所
も
含
め
検
討
し
て
進
め
た
い
。

山
﨑
晋
作
議
員 

❾ 【 

ポ
ー
タ
ブ
ル
蓄
電

池
（
１
７
５
万
円
）】 

前
回
の
議
会
で
、

各
地
区
に
配
備
さ
れ
た
蓄
電
池
の
使
い

方
の
周
知
を
お
願
い
し
た
が
実
行
さ
れ

て
お
ら
ず
、
台
風
時
に
活
用
さ
れ
な
か

っ
た
。
エ
ン
ジ
ン
式
は
室
内
で
の
死
亡
事

故
も
あ
る
。
蓄
電
池
に
つ
い
て
改
め
て

周
知
や
試
運
転
を
。

総
務
課
長　

手
順
書
を
送
っ
て
い
た
が
、

試
運
転
も
含
め
て
再
度
確
認
す
る
。

中
原
良
範
議
員 

❶ 

【
村
保
有

の
山
林
（
１
万
１
２
３
６
㎡
・

谷
山
）】
現
在
の
状
況
・
土
地

評
価
額
は
？

総
務
課
長　

子
牛
の
せ
り
の
際
に
使
用

す
る
た
め
数
十
年
前
に
購
入
し
た
と
聞

い
て
い
る
。
評
価
額
は
調
べ
て
み
る
。

村
長　

数
年
前
確
認
し
た
際
に
は
牛
舎

も
残
っ
て
い
た
。
今
後
の
活
用
方
法
を

考
え
た
い
。

中
原
良
範
議
員 

❷ 

【
人
材
育
成
資
金

（
５
６
７
１
万
円
）】
長
い
間
活
用
さ
れ

て
い
な
い
。
各
種
団
体
の
視
察
や
看
護

師
な
ど
人
材
不
足
の
職
種
の
育
成
な
ど

活
用
し
て
は
？

総
務
課
長　

以
前
は
職
員
・
島
民
の
視

察
を
行
っ
て
い
た
が
予
算
規
模
が
縮
小

さ
れ
、近
年
は
活
用
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

中
原
良
範
議
員　

島
内
に
資
格
所
有
者

な
ど
が
い
る
こ
と
で
、
島
内
に
雇
用
を
生

み
、
人
口
増
加
に
つ
な
が
る
。
視
察
も
必

要
で
は
。
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

総
務
課
長　

定
住
促
進
課
と
も
連
携
し

て
進
め
た
い
。

中
原
良
範
議
員 

❸ 

貸
付
し
た
基
金
の

滞
納
状
況
は
？

総
務
課
長　

未
回
収
の
貸
付
金
が
あ

る
。
村
税
と
同
様
に
強
い
姿
勢
で
回
収

し
て
い
き
た
い
。

経
済
課
長　

経
済
課
所
管
は
農
林
水
産

業
と
畜
産
の
安
定
化
基
金
が
あ
る
。
督

促
状
な
ど
回
収
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

何
名
か
は
返
済
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

死
亡
者
も
お
り
、
ど
う
す
る
か
専
門
家

に
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

定
住
促
進
課
長　

定
住
促
進
課
所
管
で

は
貸
付
が
年
度
初
め
に
６
８
０
万
円
ほ

ど
あ
り
、
誓
約
書
を
交
わ
し
た
方
々
か

ら
約
65
万
円
返
済
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

中
原
良
範
議
員　

金
銭
的
に
困
窮
し
て

い
る
様
子
も
な
い
の
に
返
済
し
て
い
な
い

人
も
見
か
け
ら
れ
る
。
し
っ
か
り
回
収

し
て
ほ
し
い
。

山
田
和
広
議
員 

❶ 

ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
の
ガ
ラ
ス
上
部
が
雨

戸
で
守
ら
れ
て
い
な
い
。
シ
ャ

ッ
タ
ー
の
留
め
具
の
腐
食
も
あ
る
。

総
務
課
長　

竹
島
の
施
設
と
合
わ
せ
て

対
応
し
た
い
。
一
酸
化
炭
素
中
毒
防
止

と
し
て
、
発
電
機
使
用
の
た
め
の
雨
よ

け
を
屋
外
に
設
置
し
、
安
心
し
て
避
難

で
き
る
施
設
に
し
た
い
。
留
め
具
の
腐

食
は
出
張
所
長
に
連
絡
を
と
り
、
早
急

に
点
検
を
行
う
。

山
田
和
広
議
員  

❷ 【
出
張
所
の
耐
震
調
査

（
１
０
４
９
万
円
）】
結
果
は
？

総
務
課
長　

東
日
本
大
震
災
ク
ラ
ス
の

地
震
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
と
い
う
結
果
。

何
ら
か
の
措
置
が
必
要
。
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山
田
和
広
議
員 

❸ 【
竹
島
の
土
地
購
入

（
４
０
０
万
円
）】
使
用
用
途
は
？

総
務
課
長　

県
立
自
然
公
園
へ
指
定
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
自
然
を
維
持
す

る
た
め
に
購
入
。

山
田
和
広
議
員 

❹ 

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
小

屋
へ
ミ
ラ
ー
の
設
置
を
お
願
い
し
て
い
る

が
、
い
つ
に
な
る
か
。

総
務
課
長　

議
会
終
了
後
速
や
か
に
対

応
す
る
。

…
…
…
… 

定
住
促
進
課 

…
…
…
…
…
…

山
﨑
晋
作
議
員 

❶ 【
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
新
設
工
事

（
４
４
３
５
万
円
）】
村
の
負

担
金
額
は
？

定
住
促
進
課
長　

７
割
は
県
の
補
助
、

３
割
は
過
疎
債
（
※
P
５
参
照
）。

山
﨑
晋
作
議
員　

今
後
竹
島
・
黒
島
で

の
開
設
に
つ
い
て
議
論
が
あ
る
と
思
う

が
、
環
境
問
題
の
面
も
含
め
て
慎
重
に

議
論
を
進
め
て
欲
し
い
。

定
住
促
進
課
長　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
つ
い
て
も
情
報
収
集
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

山
﨑
晋
作
議
員 

❷ 

【
三
島
村
フ
ァ
ン
ク

ラ
ブ
（
広
報
誌
な
ど
発
送
料
７
万
円
）】

現
在
の
会
員
数
は
？

定
住
促
進
課
長　

約
２
０
０
人
。
そ
の

う
ち
会
費
１
万
円
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
会
員
、

レ
タ
ー
会
員
が
30
人
。

山
﨑
晋
作
議
員 

❸ 

【
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
国

際
交
流
業
務
委
託
（
１
３
８
万
円
）】

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
し
て
は
高
額
で
は
？

定
住
促
進
課
長　

当
初
現
地
開
催
で

２
０
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
た
が
、

現
地
開
催
は
困
難
と
い
う
こ
と
で
総
事

業
費
約
２
６
０
万
円
に
変
更
申
請
し

た
。
委
託
費
は
現
地
取
材
に
約
80
万
円
、

そ
の
他
の
業
務
で
約
60
万
円
必
要
だ
っ

た
。

山
﨑
晋
作
議
員 

❹ 

【
有
人
国
境
離
島
の

運
賃
補
助 

黒
島
分
（
68
万
円
）】
制
度

の
内
容
は
？

定
住
促
進
課
長 
国
の
事
業
で
島
民
の
船

賃
が
３
６
６
０
円
か
ら
２
２
９
０
円
に
割

引
さ
れ
て
い
る
が
、
黒
島
は
航
行
距
離
が

長
い
の
で
国
の
試
算
で
は
２
６
５
０
円
と

な
る
。
三
つ
の
島
を
同
一
運
賃
に
す
る
た

め
、
村
の
予
算
で
補
助
し
て
い
る
。

山
﨑
晋
作
議
員 

❺ 

【
民
宿
の
エ
ア
コ
ン

設
置
（
34
万
円
・
全
額
村
負
担
）】
何

軒
分
？

定
住
促
進
課
長 

竹
島
の
民
宿
１
軒
、

６
台
分
。

山
﨑
晋
作
議
員 

災
害
で
も
な
い
の
に
６

台
も
同
時
に
壊
れ
る
の
か
疑
問
が
残
る
。

村
が
全
額
負
担
す
る
こ
と
は
民
間
事
業

者
と
の
格
差
問
題
に
も
な
る
の
で
、
見

直
し
を
改
め
て
お
願
い
す
る
。

中
原
良
範
議
員 【
財
産
売
払
収

入
（
２
８
５
万
円
）】
何
を
売

却
し
た
の
か
？

定
住
促
進
課
長 

特
産
品
販
売
の
売
上
。

0

１億
５千万円

１億

５千万

AA

BB

BB

CC
DD

DD

EE
EE

CC

AA

R3R3R2

令和３年度  計：1億4067万円令和２年度  計：1億5077万円

A 企画費　9575万円
B ジャンベスクール運営費
 　704万円
C 定住促進事業費　1034万円
D 特産物生産事業費　222万円
E 観光費　2529万円

A 企画費　4108万円
B ジャンベスクール運営費
 　8245万円
C 定住促進事業費　1317万円
D 特産物生産事業費　406万円
E 観光費　999万円

定住促進課歳出

写真はイメージです
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山
田
和
広
議
員  
❶ 
【
黒
島
の

遺
跡
調
査
（
１
８
０
万
円
）】

貴
重
な
資
源
な
の
で
教
育
に

活
か
し
て
欲
し
い
。

教
育
長 

貴
重
な
発
見
だ
と
聞
い
て
い
る

の
で
、
ぜ
ひ
学
校
教
育
に
生
か
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
は
定
住
促
進
課
が
担
当
し
て

い
た
が
、
教
育
委
員
会
も
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
き
た
い
。

山
田
和
広
議
員  

❷ 【
雇
用
機
会
拡
充
事

業
（
３
６
４
万
円
）】
事
業
内
容
は
？

定
住
促
進
課
長　

雇
用
増
を
伴
う
創

業
・
事
業
拡
大
に
対
し
て
補
助
が
出
る

特
定
有
人
国
境
離
島
の
制
度
。
今
回
は

黒
島
で
活
用
さ
れ
た
。
４
８
６
万
円
の

実
績
に
対
し
て
、
国
が
50
％・県
が
10
％・

村
が
15
％
、
合
計
３
６
４
万
円
を
補
助
。

山
田
和
広
議
員 

❸ 

【 

提
案
公
募
型
補

助
金
（
37
万
円
）】
事
業
内
容
は
？

定
住
促
進
課
長　

村
民
が
計
画
す
る
事

業
に
対
し
て
村
の
予
算
で
補
助
。
実
績

は
黒
島
１
件
、
竹
島
２
件
。

山
田
和
広
議
員 

❹ 【
移
住
体
験
ツ
ア
ー

（
88
万
円
）】
事
業
内
容
と
今
後
。

定
住
促
進
課
長　

移
住
者
希
望
者
に
島

の
状
況
を
詳
細
に
見
て
も
ら
い
、
島
の

方
々
と
触
れ
合
っ
て
も
ら
う
た
め
実
施
。

定
住
者
の
増
加
に
向
け
て
今
後
も
取
り

組
み
た
い
。

…
…
…
…
…  

民
生
課
…
…
…
…
…
…

山
﨑
晋
作
議
員 
❶ 
保
育
士
の

応
募
状
況
は
？

民
生
課
長　

現
在
竹
島
は
保
育
士
が
お

ら
ず
、
硫
黄
島
も
１
人
体
制
。
応
募
状

況
は
３
名
の
応
募
者
。
１
人
は
w
e
b

面
接
で
内
定
済
み
。
２
名
も
速
や
か
に

対
応
す
る
。

山
﨑
晋
作
議
員　

保
育
園
は
こ
れ
か
ら

島
に
来
て
く
れ
る
移
住
者
や
教
員
に
と

っ
て
も
重
要
。
面
談
に
は
保
育
士
も
加

わ
っ
て
も
ら
っ
た
の
か
。
理
想
は
１
度
は

現
地
を
見
に
来
て
欲
し
い
。

民
生
課
長　

竹
島
は
学
園
も
協
力
的
で

環
境
が
整
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
１
日
も

早
く
確
保
に
努
め
た
い
。
面
談
は
役
場

職
員
だ
け
で
行
っ
た
。
現
地
見
学
は
看

護
師
・
保
育
士
と
も
に
必
ず
声
か
け
を

し
て
い
る
。
今
回
は
県
外
か
ら
の
応
募

で
費
用
面
な
ど
に
よ
り
来
れ
な
か
っ
た
。

山
﨑
晋
作
議
員　

保
育
経
験
も
な
く
現

場
に
い
な
い
役
場
職
員
だ
け
で
の
面
談

方
法
を
改
善
し
て
ほ
し
い
。
w
e
b
を

利
用
し
て
現
場
の
状
況
を
見
て
も
ら
う

こ
と
も
で
き
る
の
で
は
。

民
生
課
長　

面
談
に
現
場
の
方
に
入
っ

て
も
ら
う
か
は
協
議
し
た
い
。
現
地
見

学
は
w
e
b
を
活
用
す
れ
ば
可
能
だ
と

思
う
の
で
導
入
を
検
討
し
た
い
。

山
﨑
晋
作
議
員 

❷ 

【
塵
芥
処
理
費

（
２
６
４
０
万
円
）】
ゴ
ミ
処
理
の
他

自
治
体
と
連
携
の
件
、
進
捗
は
？

民
生
課
長　

可
燃
物
は
島
外
処
理
よ
り

島
内
処
理
の
方
が
若
干
安
く
な
る
。
県

に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
ゴ
ミ
処
理
の
連

携
は
鹿
児
島
市
と
協
議
を
進
め
て
み
て

は
、
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
鹿
児
島
市
と

協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

0

4 億円

3億

2億

1億

AABB

BBCC

DD

EE

FF

FF

GG GG
HH

DDEE
CC

AA R3R3
R2

令和３年度  計：3億2435万円令和２年度  計：3億6423万円

A 戸籍住民基本台帳費　1747万円
B 社会福祉費　4372万円
C 児童福祉費　6554万円
D 老人福祉費　1940万円
E 生活保護費　0万円
F 保健衛生費　1億4177万円
G 清掃費　3856万円
H 水道費　3774万円

A 戸籍住民基本台帳費　2314万円
B 社会福祉費　5506万円
C 児童福祉費　3546万円
D 老人福祉費　1897万円
E 生活保護費　44万円
F 保健衛生費　1億3027万円
G 清掃費　5550万円
H 水道費　548万円

民生課歳出
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中
原
良
範
議
員 【
使
用
済
み

自
動
車
出
え
ん
金（
18
万
円
）】

事
業
内
容
は
？

民
生
課
長　

廃
車
時
、
島
か
ら
の
航
送

料
を
８
割
補
助
す
る
制
度
。

山
田
和
広
議
員 
❶ 
焼
却
炉
が

危
険
。
故
障
も
あ
る
。
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
の
問
題
も
あ
る
。
リ

サ
イ
ク
ル
ゴ
ミ
を
送
る
コ
ン
テ
ナ
も
老
朽

化
し
て
い
る
が
、
い
つ
完
成
予
定
か
。

民
生
課
長　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
排
出
量

が
極
力
抑
え
ら
れ
る
機
種
を
選
定
し
て

い
る
。
測
定
義
務
は
な
い
が
、
不
安
が

あ
れ
ば
調
査
委
託
を
検
討
し
た
い
。
コ

ン
テ
ナ
は
部
材
の
入
手
が
困
難
で
２
月

中
ま
で
は
か
か
り
そ
う
。

山
田
和
広
議
員  

❷ 【
竹
島
・
大

里
の
発
熱
者
一
時
待
機
施
設
改
修

（
１
２
９
１
万
円
）】
施
設
の
場
所
は
？

民
生
課
長　

竹
島
は
あ
い
あ
い
会
館
近

く
の
元
教
員
住
宅
。
大
里
は
ふ
る
さ
と

の
家
で
、
浴
室
を
設
置
し
た
。

山
田
和
広
議
員　

ふ
る
さ
と
の
家
は
校

長
先
生
が
住
ま
れ
て
い
る
の
で
は
？

民
生
課
長　

住
宅
事
情
に
よ
り
一
時
的

に
住
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。
隔
離
の
必

要
が
生
じ
た
ら
地
区
内
の
空
い
て
い
る

住
宅
を
使
用
す
る
予
定
。

山
田
和
広
議
員 

❸ 【
校
長
へ
の
副
園
長

報
酬
（
15
万
円
）】
公
務
員
へ
報
酬
を
与

え
て
問
題
な
い
か
？

民
生
課
長　

近
隣
自
治
体
を
参
考
に
行

っ
て
い
る
。

…
…
…
…
…  
経
済
課  

…
…
…
…
…
…

山
﨑
晋
作
議
員 
❶ 【
地
籍
調
査

（
８
１
９
万
円
）】
調
査
が
難

し
く
、
数
年
間
ほ
と
ん
ど
進
ん

で
い
な
い
。
委
託
費
用
は
成
果
に
対
し
て

変
動
す
る
の
か
？

経
済
課
長　

調
査
面
積
が
少
な
か
っ
た

場
合
は
実
績
に
応
じ
て
減
額
し
て
い
る
。

山
﨑
晋
作
議
員 

❷ 

【
村
内
水
産
関
係
打

ち
合
わ
せ
旅
費
（
22
万
円
）】
何
の
た
め

の
会
議
だ
っ
た
の
か
。

経
済
課
長　

各
学
園
の
漁
業
体
験
の
旅

費
。

山
﨑
晋
作
議
員 

❸ 

【
海
岸
漂
着
物

（
７
０
０
万
円
）】
台
風
時
な
ど
に
も

活
用
で
き
る
か
。
台
風
後
に
大
き
な
石

な
ど
が
散
乱
し
て
地
域
住
民
で
対
応
し

た
。
処
理
で
き
な
い
ゴ
ミ
が
あ
っ
た
場
合

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。

経
済
課
長　

接
岸
に
支
障
が
あ
る

よ
う
な
場
合
は
災
害
関
連
の
事
業

が
あ
る
の
で
県
に
確
認
す
る
。

山
﨑
晋
作
議
員　

処
理
す
る
際

の
搬
送
方
法
は
？

経
済
課
長　
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
に
ゴ

ミ
を
分
別
し
て
搬
送
し
て
い
る
。

山
﨑
晋
作
議
員　

作
業
の
時
に
入

れ
ら
れ
る
よ
う
島
に
常
備
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

経
済
課
長　

硫
黄
島
に
は
設
置
し

て
る
の
で
、
竹
島
も
置
け
る
よ
う

検
討
す
る
。

中
原
良
範
議
員 

❶ 【
住
宅
関
連
の

不
用
額
（
４
２
１
１
万
円
）】
不
用

額
は
な
ぜ
で
た
？

0

10 億 5千万円

8億

10 億

2億

4億

6億

AA

BB

BB

CC DDEE

FF

FF

GG
GG

HH
HH
II II

DDEE
CC

AA

R3R3

R2

令和３年度  計：10億4093万円令和２年度  計：5億4358万円

A 農業費　1億3765万円
B 林業費
（R2~特産物生産費除く）658万円

C 水産業費　1024万円
D 土木管理費　1303万円
E 道路橋梁費　7507万円
F 港湾建設費　1億3398万円

G 空港整備事業費　2330万円
H 住宅費　1億2138万円
I 災害復旧費　2231万円

A 農業費　1億5824万円
B 林業費
（R2~特産物生産費除く）　562万円

C 水産業費　725万円
D 土木管理費　1312万円
E 道路橋梁費　1億2023万円
F 港湾建設費　5億41万円

G 空港整備事業費　109万円
H 住宅費　2億1340万円
I 災害復旧費　2153万円

経済課歳出
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経
済
課
長　

大
里
に
新
築
し
た
R
C
造

の
村
営
住
宅
の
建
設
費
が
見
積
も
り
よ

り
少
な
く
な
っ
た
。

谷
口
伸
二
議
員　
北
海
道
で
観

光
船
の
事
故
が
あ
っ
た
が
、
み

し
ま
Ⅱ
の
整
備
は
大
丈
夫
か
。

ま
た
、船
を
造
っ
て
か
ら
の
経
過
年
数
は
？

経
済
課
長　

大
規
模
な
修
繕
は
令
和
２

年
度
に
行
い
、
令
和
３
年
度
は
不
具
合

が
あ
っ
た
と
き
に
都
度
対
応
し
た
。
製

造
し
た
の
は
平
成
16
年
。

谷
口
伸
二
議
員　

村
長
は
小
型

船
舶
に
詳
し
い
と
思
う
が
、
み
し

ま
Ⅱ
の
状
態
を
ど
う
思
う
か
。

村
長　

当
時
約
４
５
０
０
万
円
で
造
船

し
た
。
船
体
は
F
R
P
な
の
で
急
に
は

悪
く
な
ら
な
い
が
、
エ
ン
ジ
ン
が
重
要
。

ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
い
、
日
々
船
長
が
整

備
し
て
い
る
の
で
、
先
日
時
化
の
中
乗
っ

た
が
、
す
こ
ぶ
る
快
調
で
あ
っ
た
。
大

事
な
船
な
の
で
、
船
の
検
査
の
時
に
不

具
合
が
あ
れ
ば
す
ぐ
整
備
し
て
い
る
。

山
田
和
広
議
員 

❶ 

片
泊
で
畜

産
用
の
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
が
外

に
出
し
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て
い
る
。

経
済
課
長　

使
っ
た
ら
片
付
け
る
よ
う

に
指
導
し
た
い
。

山
田
和
広
議
員 

❷ 【
牧
場
改
良

（
５
８
６
１
万
円
）】
自
助
努
力
も
必
要

で
は
。

経
済
課
長　

高
齢
化
が
進
み
伐
採
が
困

難
と
い
う
こ
と
で
、
業
者
に
委
託
。
地

元
で
で
き
る
こ
と
は
地
元
で
し
て
も
ら

う
よ
う
に
し
た
い
。

山
田
和
広
議
員 

❸ 

採
草
地
が
使
わ
れ
て

い
な
い
。

経
済
課
長　

有
効
活
用
し
て
も
ら
え
る

よ
う
指
導
し
た
い
。

山
田
和
広
議
員 

❹ 

竹
林
整
備
で
収
穫
し

や
す
く
な
っ
た
。
継
続
し
て
ほ
し
い
。

経
済
課
長　

３
島
で
継
続
し
て
実
施
し

た
い
。

山
田
和
広
議
員 

❺ 【
村
道
環
境
整

備
（
１
０
７
万
円
）
伐
採
倒
木
業
務

（
１
６
７
万
円
）】
委
託
さ
れ
て
い
る
が
、

地
元
で
で
き
る
こ
と
は
地
元
で
。

経
済
課
長　

硫
黄
島
の
地
区
会
で
は
対

応
困
難
と
い
う
こ
と
で
、
地
元
企
業
に

委
託
し
て
い
る
。

山
田
和
広
議
員 

❻ 

片
泊
の
老
朽
化
し
た

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
壊
れ
て
無
く
な
っ
て
い

る
。
い
つ
修
理
さ
れ
る
か
。

経
済
課
長　

危
険
な
箇
所
な
の
で
、
予

算
確
保
に
努
め
て
早
く
対
応
し
た
い
。

山
田
和
広
議
員　

事
故
が
起
き
る
前
に

設
置
し
て
欲
し
い
。
こ
の
場
所
は
県
道

に
含
ま
れ
な
い
の
か
？

経
済
課
長　

補
修
箇
所
は
県
道
に
は
含

ま
れ
な
い
の
で
、
村
で
補
修
す
る
必
要

が
あ
る
。

山
田
和
広
議
員 

❼ 

若
い
人
た
ち
か
ら
、

畜
産
の
設
備
を
自
由
に
使
わ
せ
て
も
ら

え
な
い
と
い
う
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

経
済
課
長　

確
認
し
、
事
実
で
あ
れ
ば

指
導
し
て
い
き
た
い
。

山
田
和
広
議
員　

畜
産
振
興
会
の
も
の

で
は
あ
る
が
、
多
く
の
村
の
予
算
を
使

っ
て
導
入
し
て
い
る
の
で
、
災
害
時
な

ど
地
区
で
必
要
な
時
は
重
機
な
ど
を
活

用
で
き
る
よ
う
に
指
導
し
て
ほ
し
い
。

経
済
課
長　

指
導
を
徹
底
し
た
い
。

…
…
…
…  

教
育
委
員
会  

…
…
…
…
…

山
﨑
晋
作
議
員 

❶ 【
し
お
か
ぜ

留
学
制
度
（
２
２
７
１
万
円
）】

三
島
村
に
必
要
不
可
欠
な
事

業
。
将
来
的
に
持
続
し
て
い
け
る
の
か
。

県
か
ら
の
補
助
が
１
１
４
９
万
円
、
村

債
が
９
７
０
万
円
だ
が
、
村
債
は
有
利

な
制
度
を
利
用
し
て
い
る
の
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

村
債
は
過
疎

債
（
※
P
５
参
照
）
を
利
用
し
て
い
る
。
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山
﨑
晋
作
議
員　

委
託
費
が
留
学
生
１

人
あ
た
り
月
額
約
９
万
円
と
い
う
の
は
、

地
域
内
格
差
も
大
き
く
、
留
学
生
の
増

減
時
の
里
親
の
負
担
も
大
き
い
。
改
善

が
必
要
で
は
。

教
育
長　
以
前
、
同
様
の
質
疑
に
対
し
て

補
助
金
の
性
質
上
現
行
以
外
の
方
法
が
な

い
の
で
別
の
方
法
を
探
り
た
い
と
答
弁
し

た
が
、
ま
だ
新
し
い
方
法
が
見
つ
か
っ
て
い

な
い
。

　

県
内
で
は
17
市
町
村
が
山
海
留
学
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
今
年
８
月
に
県
と

三
島
村
の
呼
び
か
け
で
初
め
て
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
会
議
を
開
催
し
た
。
他
自
治
体
の

情
報
も
集
め
な
が
ら
こ
の
制
度
を
持
続

し
て
い
け
る
よ
う
に
進
め
て
い
き
た
い
。

山
﨑
晋
作
議
員 

❷ 

給
食
補
助
の
人
手

不
足
も
長
年
の
課
題
。
賃
金
を
上
げ
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

確
保
が
難
し

い
状
況
が
今
後
も
続
く
と
思
わ
れ
る
の

で
、
検
討
し
た
い
。

【
質
疑
】

山
﨑
晋
作
議
員　
三
島
村
で
は

具
体
的
に
ど
う
変
わ
る
の
か
。

総
務
課
長

主
な
変
更
点（
会
計
年
度
任
用
職
員
対
象
）

・
介
護
の
休
暇
な
ど
を
取
得
可
能
に
な

っ
た

・
育
児
休
暇
が
１
回
の
出
産
に
対
し
て

１
回
か
ら
２
回
に
増
え
た

現
在
村
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
要
項

で
は
、
介
護
休
暇
は
無
給
、
育
児
休
暇

に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
。
有
給
に
す
る

か
ど
う
か
は
今
後
財
政
状
況
を
見
な
が

ら
盛
り
込
む
こ
と
に
な
る
。

報告第 2 号
…………………

【概要】
左表参照
…………………

【討論】なし
…………………

【採決】　
賛成 5　反対 0
…………………

【質疑】なし

報告第 3 号
…………………

【 概 要 】　 一 般
会 計・ 全 て
の 特 別 会 計 で
資 金 不 足 な し
…………………

【討論】なし
…………………

【採決】　
賛成 5　反対 0
…………………

【質疑】なし

議案第 26 号
…………………

【概要】　法律改正
に合わせた会計年
度任用職員の育児
休業等に関する条
例を改正
…………………

【討論】なし
…………………

【採決】　
賛成 5　反対 0

令
和
３
年
度 

財
政
健
全
化
判
断
比

率令
和
３
年
度 
資
金
不
足
比
率

介
護
休
暇
・
育
児
休
暇
な
ど
の
改
正

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

赤字ではない 赤字ではない 11.9 借金による将
来への負担の
見込みなし

15 20 25 350

一般会計の赤
字の比率

特別会計を含めた
全体の赤字の比率

借金返済額の比
率

借金返済が将
来に影響を与
える指標

0

2 億円

5千

1億

1億5千

AABB

BBCC

DD

EEFF FF
GG GGHHHHII II

DD

EE

CC

AA

R3R3

R2

令和３年度  計：1億4497万円令和２年度  計：1億9662万円

A 教育委員会総務費　4704万円
B 教員住宅維持補修費　4837万円
C しおかぜ留学推進費　1855万円
D 義務教育学校費　6003万円 
E 外国青年招致事業費　692万円
F 社会教育総務費　179万円

G 史跡郷土民芸保存費　100万円
H 保健体育総務費　812万円
I 災害復旧費　478万円

A 教育委員会総務費　4310万円
B 教員住宅維持補修費　775万円
C しおかぜ留学推進費　2271万円
D 義務教育学校費　4303万円
E 外国青年招致事業費　1010万円
F 社会教育総務費　156万円

G 史跡郷土民芸保存費　630万円
H 保健体育総務費　829万円
I 災害復旧費　210万円

教育委員会歳出



20

山
田
和
広
議
員　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
イ
ベン

ト
の
中
止
が
続
い
て
い
る
。
村
が
向
上
す
る

た
め
の
政
策
を
今
後
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

定
住
促
進
課
長

【
観
光
交
流
分
野
】

７
月
以
降
全
国
的
に
感
染
状
況
が
落
ち

着
い
た
た
め
、以
下
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
・

予
定
。

・
８
月
20
日　

種
子
屋
久
高
速
船
日
帰

り
ツ
ア
ー
で
硫
黄
島
で
約
１
７
０
人
を

受
け
入
れ
（
実
施
済
み
）

・
10
月
28
〜
30
日　

黒
島
・
硫
黄
島
で

島
婚
イ
ベ
ン
ト
（
予
定
）

・
11
月
５
日　
マ
マ
デ
ィ
・
ケ
イ
タ
氏
追

悼
イ
ベ
ン
ト
（
予
定
）

・
11
月
〜
３
月　

ワ
ン
デ
ー
ク
ル
ー
ズ

（
３
回
実
施
予
定
）

今
後
も
感
染
対
策
を
講
じ
な
が
ら
ジ
オ

パ
ー
ク
活
動
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

【
特
産
品
開
発
】

・
筍
の
剥
き
身
商
品
が
新
た
な
販
路
と

し
て
出
来
上
が
っ
た
。

・
引
き
続
き
鮮
度
保
持
技
術
の
向
上
と

加
工
品
開
発
に
取
り
組
む
。

【
新
産
業
の
創
出
】

・
焼
酎
無
垢
の
蔵
の
経
営
安
定
化
に
よ

る
雇
用
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
消
費
低
迷
で
現
在
在
庫

が
残
っ
て
い
る
。

・
令
和
４
年
度
は
高
価
格
帯
の
新
商
品

で
あ
る
長
期
貯
蔵
原
種
の
販
売
、
住
民

向
け
の
販
売
価
格
及
び
数
量
制
限
の
見

直
し
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
販
路
拡
大

に
努
め
て
い
る
。

・
仙
巌
園
で
原
酒
を
先
行
販
売
し
、
ま

ず
ま
ず
の
販
売
結
果
だ
っ
た
。

・
電
子
版
を
含
む
全
国
紙
へ
掲
載
さ
れ
、

ネ
ッ
ト
販
売
が
増
加
。

山
田
和
広
議
員　

20
年
以
上
続
い
た
ミ

シ
マ
カ
ッ
プ
も
中
止
が
続
い
て
い
る
。
当

初
に
比
べ
て
近
年
は
盛
り
上
が
り
に
欠

け
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
た
が
、
今
後

形
を
変
え
な
が
ら
存
続
さ
せ
る
の
か
。

定
住
促
進
課
長
　
地
域
の
方
々
の
意
見

を
聞
き
、
地
域
か
ら
多
く
の
方
々
が
参

加
で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
よ

う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

村
長　
ヨ
ッ
ト
の
参
加
者
も
高
齢
化
し

て
き
て
お
り
、
参
加
者
の
確
保
も
難
し

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
ど
う
い
う
形
な
ら

継
続
で
き
る
か
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
枕
崎
市
の
実
行
委
員
か
ら
は
開
催

を
全
面
協
力
す
る
と
の
お
話
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
来
年
度
に
関
し
て
は
、
地

元
の
人
と
協
議
の
必
要
が
あ
る
が
、
村

と
し
て
は
で
き
る
範
囲
で
実
施
し
た
い
。

山
田
和
広
議
員　

特
攻
平
和
記
念
祭
は

今
後
ど
の
よ
う
な
形
で
や
っ
て
い
く
の
か
。

定
住
促
進
課
長　

特
攻
平
和
記
念
祭

は
、
今
年
は
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
関
係
の
深
い
方
が
亡
く

な
り
、
戦
争
を
知
ら
な
い
方
が
増
え
て

き
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
来
年
度

以
降
に
向
け
て
準
備
し
て
い
き
た
い
。

山
田
和
広
議
員　

枕
崎
市
と
の
交
流
を

す
る
黒
島
流
れ(

※)

は
今
後
ど
の
よ
う
な

形
で
や
っ
て
い
く
の
か
。

豆
知
識　

※
黒
島
流
れ 

… 

１
８
９
５
年
（
明

治
28
年
）、
枕
崎
か
ら
の
カ
ツ
オ
漁
船
28
隻
が

台
風
で
遭
難
。
４
１
１
人
が
亡
く
な
っ
た
。

こ
の
海
難
事
故
を
「
黒
島
流
れ
」
と
呼
ぶ
。

犠
牲
者
を
追
悼
す
る
白
衣
観
音
は
、
枕
崎
市

長
が
自
費
で
建
造
。
助
か
っ
た
人
た
ち
を
黒

島
の
人
々
が
手
厚
く
看
護
し
た
こ
と
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
、
１
９
８
１
年
（
昭
和
56
年
）

か
ら
「
枕
崎
市
少
年
の
船
」
に
よ
る
交
流
や

集
団
宿
泊
学
習
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
現
在

コ
ロ
ナ
で
中
止
と
な
っ
て
い
る 

。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
枕
崎
市
実
行
委
員
会
の
判
断
で
中

　
こ
の
場
で
議
員
は
、
政
策
の
執
行
状
況
や
将
来
へ
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、
村
に
報
告
や
説
明

を
求
め
ま
す
。
議
員
は
一
般
質
問
を
す
る
こ
と
で
、
村
が
住
民
の
た
め
に
適
切
な
行
政
運
営
を
し
て
い

る
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

『
９
月
定
例
会
の
一
般
質
問
』

「
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

村
政
の
立
て
直
し
に
つ
い
て
」

Q
山
田
和
広 
議
員

片
泊
地
区
在
住
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止
。
引
き
続
き
実
施
で
き
る
よ
う
に
協

力
し
て
い
く
。

山
田
和
広
議
員　

ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い

て
。
黒
島
で
国
際
大
学
の
方
々
が
素
晴

ら
し
い
遺
跡
な
ど
を
発
掘
し
て
く
れ
た
。

今
後
遺
跡
発
掘
を
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
に

生
か
す
考
え
が
あ
る
か
。

定
住
促
進
課
長

【
発
掘
調
査
の
実
績
】

・
平
成
23
年
度
〜
26
年
度　

実
施

・
平
成
29
年
度　

ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
の
一

環
と
し
て
実
施

・
令
和
２
年
度
〜
３
年
度　

ジ
オ
パ
ー

ク
活
動
の
一
環
と
し
て
実
施

（
ジ
オ
パ
ー
ク
予
算
全
体
の
約
20
％
、

１
８
０
万
円
ず
つ
事
業
費
を
計
上
）

遺
跡
な
ど
の
重
要
性
を
理
解
し
、
事
業
を

進
め
て
い
る
。
結
果
、
非
常
に
貴
重
な
資

料
が
出
土
し
て
い
る
。
今
後
も
持
続
的
な

活
動
と
な
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
き
た
い
。

山
田
和
広
議
員
　
歴
史
や
教
科
書
が
変

わ
る
か
も
し
れ
な
い
大
き
な
発
見
が
あ

っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
中
で
今
年
は

教
授
が
自
費
で
発
掘
調
査
を
行
っ
た
そ

う
で
、
非
常
に
心
苦
し
く
思
っ
て
い
る
。

ぜ
ひ
前
向
き
に
進
め
て
ほ
し
い
。

定
住
促
進
課
長　

限
ら
れ
た
予
算
と
人

員
で
は
あ
る
が
、
来
年
度
予
算
の
中
で

十
分
配
慮
し
て
進
め
た
い
。

山
田
和
広
議
員　

発
掘
調
査
の
結
果
は

そ
の
都
度
大
里
で
発
表
さ
れ
て
お
り
、

住
民
の
関
心
が
高
く
多
く
の
参
加
者
が

い
た
。
よ
り
多
く
の
住
民
が
知
る
こ
と

が
で
き
る
体
制
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
盛

り
上
が
る
と
思
う
。

山
田
和
広
議
員　

先
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の

住
民
説
明
会
が
行
わ
れ
た
が
、
音
声
が
途

切
れ
て
何
を
言
っ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
状

況
だ
っ
た
。
大
き
な
予
算
で
事
業
を
行
う

が
、
今
後
し
っ
か
り
と
改
善
さ
れ
る
の
か
。

総
務
課
長　
議
会
中
継
や
事
前
の
リ
ハー

サ
ル
で
は
問
題
が
な
か
っ
た
が
、
本
番
で

は
申
し
訳
な
い
結
果
と
な
っ
た
。
N
T
T

側
の
見
解
は
以
下
の
通
り
だ
っ
た
。

・
現
在
は
プ
ロ
バ
イ
ダ
契
約
が
各
地
区
１

回
線

・
使
用
者
の
多
い
午
後
５
時
以
降
だ
っ
た
た

め
つ
な
が
り
が
悪
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る

・
今
後
は
個
人
ご
と
の
契
約
に
な
る
の

で
、
障
害
が
出
に
く
く
な
る

・
工
事
段
階
で
試
験
を
し
、
快
適
な
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
提
供
で
き
る
よ

う
努
力
す
る

多
額
の
事
業
費
で
整
備
す
る
の
で
、
村

と
し
て
も
納
得
が
い
く
環
境
が
整
う
よ

う
進
め
て
い
き
た
い
。

山
田
和
広
議
員　

使
用
し
て
い
た
オ
ン
ラ

イ
ン
中
継
シ
ス
テ
ム
自
体
（
保
守
料
年

間
）
に
も
問
題
が
あ
る
の
で
は
？

総
務
課
長　
N
T
T
と
毎
月
１
回
会
議

を
し
て
い
る
の
で
、そ
こ
で
も
協
議
し
た
い
。

山
田
和
広
議
員
　
住
民
説
明
会
の
回
答
書

に
、
料
金
が
３
３
０
０
円
か
ら
５
９
０
０

円
（
税
別
）
ほ
ど
に
値
上
げ
す
る
と
の
記

載
が
あ
っ
た
。
こ
れ
だ
け
の
値
上
が
り
は
生

活
に
響
く
。
品
質
向
上
も
大
事
だ
が
、
価

格
の
方
も
で
き
る
だ
け
抑
え
て
い
た
だ
き
た

い
。
そ
し
て
、
多
額
の
投
資
を
し
て
整
備
す

る
の
で
、
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
よ
う
に
進
め
て
ほ
し
い
。

総
務
課
長　

民
間
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提

供
に
な
る
の
で
、
値
上
が
り
は
仕
方
が

な
い
か
と
思
う
。
た
だ
、
今
度
か
ら
プ

ロ
バ
イ
ダ
を
選
べ
る
よ
う
に
な
る
。
安
く

な
る
プ
ラ
ン
が
な
い
か
N
T
T
に
協
力

を
も
ら
い
な
が
ら
情
報
を
集
め
た
い
。

山
田
和
広
議
員
　
先
日
の
台
風
で
携
帯

電
話
・
固
定
電
話
が
不
通
に
な
り
、
ラ

ジ
オ
も
聞
き
取
れ
ず
、
安
否
確
認
や
情

報
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
は
災
害
時
に
使
え
る
の
か
。

総
務
課
長　

今
回
の
工
事
で
は
全
て
地

下
埋
設
と
な
る
の
で
、
断
線
す
る
可
能

性
は
低
い
。
N
T
T
は
中
継
局
内
に
補

助
電
源
を
設
置
す
る
た
め
、一
般
電
話
は

一
定
期
間
使
用
で
き
る
は
ず
だ
が
、
確

認
を
し
て
み
る
。

山
田
和
広
議
員　

今
回
の
よ
う
な
こ
と

が
な
い
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
想
定
を
し
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
の
今

後
に
つ
い
て
」

Q
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よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
今
回
の
（
電
話

に
関
す
る
）
事
故
の
要
因
は
ド
コ
モ
の

蓄
電
池
の
容
量
不
足
だ
っ
た
と
聞
い
て

い
る
。
半
日
か
１
日
し
か
持
た
ず
使
え

な
く
な
っ
た
と
の
こ
と
。
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
、

a
u
は
発
電
機
が
動
い
て
使
用
で
き
た
。

総
務
課
長　
次
回
の
会
議
で
話
を
し
た
い
。

村
長　

直
接
の
原
因
は
電
線
の
断
線
。

そ
こ
か
ら
ド
コ
モ
は
蓄
電
池
が
長
く
持

た
な
か
っ
た
が
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
、
a
u
、

海
上
保
安
部
の
レ
ー
ダ
ー
サ
イ
ト
は
補

助
電
源
で
対
応
で
き
て
い
た
。
し
っ
か
り

対
応
し
た
い
が
、
強
風
で
も
電
線
が
切

れ
な
い
よ
う
に
す
る
方
法
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

中
原
良
範
議
員　
部
品
の
劣
化
や
爆
裂
な

ど
、
水
道
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

民
生
課
長　

老
朽
化
な
ど
の
現
状
に
つ
い

て
は
中
原
議
員
立
ち
会
い
の
元
、
以
前

確
認
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
改
修
に
使
え

る
補
助
事
業
が
な
く
、
村
単
独
の
事
業

と
な
る
が
、
先
日
正
式
に
見
積
も
り
依

頼
を
し
た
。
事
業
費
に
よ
っ
て
は
複
数

年
で
の
事
業
と
な
る
が
、
な
る
べ
く
早

期
に
着
手
し
た
い
。

中
原
良
範
議
員　

泥
が
沈
殿
し
て
い
る

水
道
タ
ン
ク
も
あ
る
。

民
生
課
長　

タ
ン
ク
に
つ
い
て
は
法
令

上
、
何
年
ご
と
と
い
う
明
確
な
定
め
は
な

い
が
、
設
備
は
常
に
清
潔
に
し
、
水
の
汚

染
防
止
を
充
分
に
す
る
こ
と
と
記
載
が

あ
る
。
最
後
に
タ
ン
ク
清
掃
を
行
っ
た
の

は
令
和
元
年
度
。
毎
月
の
水
質
検
査
で

は
衛
生
上
の
問
題
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い

が
、
な
る
べ
く
早
く
清
掃
を
実
施
す
る
。

中
原
良
範
議
員　

竹
島
の
第
３
水
源
池

は
、
貯
水
口
か
ら
水
や
土
砂
が
入
り
込
ま

な
い
よ
う
か
さ
上
げ
し
て
は
と
業
者
か
ら

意
見
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、
ど
う
な
の
か
。

民
生
課
長　

砂
が
流
れ
て
く
る
環
境
な

の
で
、
解
消
方
法
の
検
討
を
依
頼
し
て
い

る
。
業
者
か
ら
は
、「
重
機
で
の
作
業
も

必
要
な
の
で
、
専
門
業
者
に
も
相
談
し
て

検
討
し
た
い
」
と
回
答
を
も
ら
っ
た
。

中
原
良
範
議
員
　
落
雷
に
よ
る
配
電
盤

の
ヒ
ュ
ー
ズ
、
コ
ン
デ
ン
サ
ー
損
傷
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
、
素
人
で
は
対
応

が
難
し
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
生
活
に
支

障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
る
が
、
今
後
の

管
理
体
制
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

民
生
課
長　

令
和
３
年
度
10
月
か
ら
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
を
立
ち
上
げ
、

検
針
や
毎
日
点
検
な
ど
を
委
託
し
て
い

る
が
、
地
区
に
よ
っ
て
は
一
部
の
方
に
負

担
が
か
か
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
運
営
体

制
は
地
区
と
協
議
を
行
い
、
円
滑
に
進

め
て
い
き
た
い
。

中
原
良
範
議
員
　
他
の
地
区
の
状
況
は
？

民
生
課
長　

他
の
地
区
は
確
認
で
き
て

い
な
い
が
、
点
検
を
し
て
確
認
し
た
い
。

中
原
良
範
議
員　

現
在
の
設
備
は
リ
モ

ー
ト
操
作
で
き
る
が
、
落
雷
で
エ
ラ
ー

が
起
き
、
十
数
日
手
動
で
操
作
し
た
。

簡
素
化
さ
れ
た
雷
に
強
い
シ
ス
テ
ム
に
変

え
ら
れ
な
い
か
。

民
生
課
長　

最
近
の
水
道
設
備
は
電
気

制
御
化
さ
れ
、
他
の
地
域
で
も
ト
ラ
ブ

ル
対
応
が
で
き
な
い
状
況
が
あ
る
。
施

設
の
簡
素
化
や
コ
ス
ト
削
減
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

中
原
良
範
議
員　

設
備
の
複
雑
化
、
人

員
不
足
、
高
齢
化
な
ど
で
島
で
の
対
応

は
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
台
風
時
に

は
停
電
と
な
り
断
水
に
な
っ
た
が
、
水

道
が
使
え
な
い
こ
と
は
責
任
者
と
し
て

は
大
き
な
重
圧
に
な
る
。

民
生
課
長　

ト
ラ
ブ
ル
時
に
は
電
気
事

業
者
・
水
道
事
業
者
と
優
先
的
に
対
応

し
て
も
ら
う
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
今

回
は
部
品
が
揃
い
次
第
島
に
行
っ
て
も

ら
う
は
ず
が
、
台
風
接
近
に
よ
り
遅
く

な
っ
た
。
今
後
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た

時
、
な
る
べ
く
早
く
事
業
者
に
行
っ
て

も
ら
う
手
段
を
考
え
た
い
。
た
だ
ど
う

し
て
も
す
ぐ
に
は
い
け
な
い
環
境
な
の

で
、
地
区
で
で
き
る
部
分
は
応
急
処
置

だ
け
で
も
お
願
い
し
た
い
。

中
原
良
範 

議
員

竹
島
地
区
在
住

「
水
道
施
設
に
つ
い
て
」

Q
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対
応
し
た
事
業
者
に
よ
る
と
「
停
電
が

長
か
っ
た
こ
と
で
断
水
状
態
に
な
っ
た
よ
う

だ
が
、
発
電
機
が
あ
れ
ば
断
水
は
免
れ
た

の
で
は
」
と
の
こ
と
。
他
に
も
指
摘
を
受

け
た
の
で
整
理
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

中
原
良
範
議
員　
コ
ロ
ナ
が
長
引
く
中
で
、

今
後
の
感
染
症
対
策
は
ど
う
す
る
の
か
。

民
生
課
長　

本
村
で
も
７
月
後
半
か
ら

感
染
者
が
確
認
さ
れ
始
め
、
９
月
13
日

現
在
で
人
口
の
１
割
に
当
た
る
約
40
名
が

感
染
。
今
後
、
人
の
流
れ
が
活
発
化
す

る
こ
と
は
必
至
。
10
月
以
降
も
入
島
時

の
P
C
R
検
査
・
健
康
観
察
・
ワ
ク
チ

ン
接
種
・
問
診
は
継
続
す
る
が
、
あ
く

ま
で
も
協
力
の
依
頼
で
、
強
制
は
で
き
な

い
。
協
力
し
て
も
ら
え
る
よ
う
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
粘
り
強
く
呼
び
か
け
た
い
。

中
原
良
範
議
員　

濃
厚
接
触
者
の
判
断

基
準
は
？

民
生
課
長　

現
在
、
保
健
所
が
濃
厚
接

触
者
を
調
査
す
る
こ
と
は
な
い
。「
マ
ス
ク

や
感
染
対
策
を
せ
ず
に
手
が
届
く
距
離

で
15
分
以
上
話
し
た
場
合
」
な
ど
の
例
は

あ
る
が
、
状
況
に
よ
っ
て
変
わ
る
。
不
安

が
あ
れ
ば
役
場
に
電
話
し
て
ほ
し
い
。

中
原
良
範
議
員　
鹿
児
島
県
内
の
感
染
者

数
も
減
って
き
て
、「
も
う
大
丈
夫
じ
ゃ
な
い

か
」
と
気
が
緩
む
こ
と
も
あ
る
の
で
、
島
内

放
送
で
感
染
防
止
を
呼
び
か
け
て
ほ
し
い
。

民
生
課
長　
コ
ロ
ナ
は
今
ま
で
何
回
も

変
異
し
、
そ
の
都
度
爆
発
的
な
感
染
を

し
て
き
て
い
る
。
12
月
に
は
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
対
応
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
計
画
中
。

注
意
喚
起
を
し
、
感
染
対
策
へ
の
協
力

の
お
願
い
を
続
け
て
い
く
。

谷
口
伸
二
議
員　

三
島
村
に
は
介
護
施

設
や
老
人
ホ
ー
ム
が
な
い
。
若
い
人
へ
の

支
援
は
多
い
が
、
お
年
寄
り
へ
の
支
援
が

弱
い
の
で
は
。
高
齢
化
の
中
で
老
後
ま

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
が
な
い
と
、

人
口
は
増
え
な
い
の
で
は
。
今
後
施
設

を
作
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

民
生
課
長　

令
和
３
年
に
高
齢
者
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。

54
・
４
％
が
現
在
の
住
居
に
住
み
続
け

た
い
と
回
答
。
要
介
護
者
は
年
々
増
加
、

重
度
化
の
傾
向
に
あ
る
。
要
介
護
認
定
を

受
け
た
21
名
の
う
ち
、
12
名
が
村
外
の
施

設
や
家
族
宅
な
ど
で
生
活
さ
れ
て
い
る
。

　

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
財
政
負
担
・

介
護
人
材
の
確
保
・
施
設
運
営
の
面
か

ら
非
常
に
困
難
な
た
め
、
現
行
の
計
画

で
は
考
え
て
い
な
い
。
今
年
度
か
ら
は

既
存
事
業
に
加
え
、
リ
ハ
ビ
リ
職
の
派

遣
地
区
を
硫
黄
島
・
大
里
か
ら
全
地
区

へ
拡
大
し
、
大
里
地
区
へ
介
護
専
門
職

員
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
福
祉

の
充
実
を
図
る
計
画
。
施
設
入
所
に
関

し
て
は
、
ご
本
人
や
ご
家
族
、
関
係
者

の
意
向
を
聞
き
、
納
得
で
き
る
方
法
を

話
し
合
っ
て
決
め
て
い
る
。
今
後
も
そ
の

よ
う
な
対
応
を
し
た
い
。

谷
口
伸
二
議
員
　
以
前
研
修
で
十
島
村

を
訪
れ
た
際
、
高
齢
者
施
設
が
あ
っ
た
。

最
後
ま
で
面
倒
を
見
る
と
い
う
気
持
ち

の
表
れ
だ
と
感
じ
た
。
そ
う
い
っ
た
地

域
は
人
口
が
増
え
、
そ
う
で
な
い
地
域

は
人
口
が
減
る
の
で
は
。
三
島
村
は
つ

く
る
気
が
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
人

口
は
減
る
一
方
だ
と
思
う
。

　

村
長
は
以
前
「
ゆ
り
カ
ゴ
か
ら
墓
場

ま
で
安
心
安
全
を
担
保
す
る
の
が
行
政

の
仕
事
」
と
発
言
し
て
い
た
記
憶
が
あ

る
。
私
は
こ
の
部
分
が
抜
け
落
ち
て
い

る
と
思
う
が
、
村
長
は
安
心
安
全
を
担

保
で
き
て
い
る
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
か
。

村
長　
施
設
を
整
備
し
た
い
気
持
ち
は
あ

る
が
現
状
で
は
困
難
。
十
島
村
も
宝
島
だ

け
が
運
用
し
て
い
る
が
、
財
政
的
に
厳
し

い
と
聞
い
て
い
る
。
十
島
村
と
一
緒
に
支

援
制
度
が
な
い
か
国
に
要
望
へ
行
っ
た
こ

と
も
あ
る
。
介
護
保
険
の
負
担
が
増
え
る

可
能
性
も
あ
る
中
で
、
負
担
に
見
合
っ
た

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
必
要
。
今
後
も
重
要

な
課
題
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

谷
口
伸
二
議
員　

も
う
少
し
食
い
下
が

り
た
い
と
思
う
。
村
長
は
法
律
を
変
え

て
ま
で
焼
酎
工
場
を
つ
く
っ
た
。
施
設
の

谷
口
伸
二 
議
員

大
里
地
区
在
住

「
老
人
施
設
に
つ
い
て
」

「
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
今
後

に
つ
い
て
」

Q

Q
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整
備
は
村
単
独
で
は
な
く
国
の
支
援
が

必
要
だ
が
、
村
長
な
ら
で
き
る
の
で
は
。

村
長　

複
数
の
島
で
成
り
立
つ
三
島
村

は
、
自
治
体
と
し
て
行
政
効
率
が
悪
い
。

村
単
独
で
の
実
現
は
困
難
な
の
で
、
引

き
続
き
国
に
対
し
て
要
望
し
て
い
く
。

谷
口
伸
二
議
員　

三
島
村
は
３
島
あ
る

の
で
、
施
設
も
３
つ
は
必
要
に
な
っ
て
く

る
。
こ
う
し
た
施
設
は
医
師
と
の
連
携

も
重
要
だ
が
、
そ
う
な
る
と
島
に
つ
く
る

の
は
無
理
が
あ
る
。
鹿
児
島
に
つ
く
れ
ば

１
つ
で
済
み
、
費
用
も
抑
え
ら
れ
、
医
師

と
の
連
携
も
取
れ
る
と
思
う
が
い
か
が
。

村
長　

本
土
に
施
設
を
建
設
す
る
案
に

関
し
て
は
、
前
村
長
が
桜
島
の
施
設
と

連
携
し
て
、
村
の
方
が
優
先
的
に
入
居
で

き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
も

財
政
負
担
が
あ
る
が
、
い
ろ
ん
な
方
法
を

模
索
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

山
﨑
晋
作
議
員　

８
月
・
９
月
の
運
航

予
定
表
が
２
〜
３
週
間
前
に
な
っ
て
や

っ
と
発
表
さ
れ
、
大
変
困
る
と
い
う
声

が
多
く
上
が
っ
た
。
フ
ェ
リ
ー
は
住
民

生
活
だ
け
で
な
く
、
観
光
や
工
事
な
ど

三
島
村
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
影

響
を
及
ぼ
す
。
最
低
で
も
２
ヶ
月
前
に

は
発
表
し
て
も
ら
い
た
い
。

船
舶
課
長　

８
月
分
に
関
し
て
は
、
地

区
の
イ
ベ
ン
ト
調
整
を
失
念
し
て
い
た
た

め
再
申
請
が
必
要
と
な
り
、
公
表
が
遅

く
な
っ
た
。
９
月
分
も
８
月
分
認
可
後

の
公
表
と
な
り
遅
れ
が
生
じ
た
。
今
後

は
早
め
に
調
整
・
申
請
し
、
遅
延
な
く

公
表
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

山
﨑
晋
作
議
員　

公
表
時
期
の
基
準
が

な
い
と
、
予
定
を
立
て
る
際
に
支
障
が
生

じ
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
イ
レ
ギ
ュ
ラ

ー
な
場
合
は
事
前
に
遅
れ
る
と
お
知
ら

せ
し
、
基
本
的
に
は
２
ヶ
月
前
に
は
発
表

す
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
が
可
能
か
。

船
舶
課
長　

現
在
い
つ
ま
で
に
公
表
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
は
な
い

の
で
、
２
ヶ
月
前
に
公
表
す
る
こ
と
は
可

能
。
最
低
で
も
２
ヶ
月
前
に
は
公
表
し
、

遅
れ
る
と
き
に
は
お
知
ら
せ
を
す
る
。

山
﨑
晋
作
議
員
　
フ
ェ
リ
ー
欠
航
な
ど

の
場
合
、
各
地
区
で
早
い
時
間
に
島
内

放
送
で
お
知
ら
せ
さ
れ
る
。
出
航
す
る

か
ど
う
か
は
当
日
の
早
朝
に
船
長
と
担

当
職
員
が
判
断
し
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
無
線
シ
ス
テ
ム
も
多
額
の
費
用
を

投
じ
て
新
し
く
な
っ
て
お
り
、
携
帯
電

話
か
ら
で
も
予
約
放
送
が
で
き
る
。

　
担
当
職
員
が
全
地
区
に
向
け
て
放
送
を

予
約
す
れ
ば
、
各
地
区
の
出
張
所
長
が
時

間
外
に
放
送
す
る
必
要
は
無
く
な
る
の
で

は
。
以
前
、
全
員
協
議
会(

※)

で
も
取
り

上
げ
ら
れ
た
が
改
善
が
見
ら
れ
な
い
の
で一

般
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
担
当
職
員

が
放
送
で
き
な
い
理
由
が
あ
る
の
か
。

豆
知
識　
※
全
員
協
議
会
‥
議
会
の
際
に
行

わ
れ
る
非
公
開
の
会
議

船
舶
課
長　

放
送
で
き
な
い
理
由
は
な

い
。
予
約
放
送
は
可
能
だ
が
、
各
地
区

放
送
時
間
が
バ
ラ
バ
ラ
な
の
で
、
調
整
を

し
て
予
約
放
送
を
し
て
い
き
た
い
。

山
﨑
晋
作
議
員　

三
島
村
内
で
も
感
染

者
が
増
え
て
き
て
い
る
中
で
、
感
染
対
策

だ
け
で
な
く
感
染
し
た
と
き
に
ど
う
す
れ

ば
い
い
か
を
住
民
に
周
知
し
て
ほ
し
い
。

民
生
課
長　

対
応
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
開
し
、
周
知
す
る
。

※
内
容
は
コ
ロ
ナ
の
状
況
に
よ
っ
て
変
更
が
あ

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
ホ
ー
ム
ペー
ジ
を
参

照
す
る
か
、
民
生
課
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。
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号

※ 

本
誌
は
議
会
の
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
伝

え
る
た
め
に
要
約
し
た
も
の
で
、
や
り
と
り
の

順
番
な
ど
が
実
際
と
異
な
り
ま
す
。
正
式
な
記

録
は
各
出
張
所
な
ど
に
あ
る
議
事
録
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

編
集
・
構
成

議
長 

長
濵 

義
人

議
員 

山
﨑 

晋
作

編
集
・
構
成

デ
ザ
イ
ン

棚
次 

理

山
﨑
晋
作 

議
員

竹
島
地
区
在
住

「
フ
ェ
リ
ー
運
航
予
定
表
に
つ
い

て
」

「
欠
航
な
ど
の
場
合
の
島
内
放

送
に
つ
い
て
」

「
コ
ロ
ナ
感
染
後
の
対
応
に
つ
い

て
」

Q

Q

Q


